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(57)【要約】
　本発明は、医療処置（例えば、組織切除、摘出、焼灼
、血栓、心不整脈及びリズム障害の治療、電気手術、組
織採取等）を含む多様な用途のために、組織にエネルギ
ーを送達するための総合的システム、デバイス及び方法
に関する。特定の実施形態では、より小さい挿入力を可
能にするように構成された切除ツールを使用するエネル
ギーの印加によって、組織領域（例えば、腫瘍）を治療
するためのシステム、デバイス、及び方法が提供される
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エネルギー送達デバイスであって、
　ａ）内部導体を含むアンテナと、
　ｂ）前記アンテナの遠位端にある導電性先端部と、を備え、前記導電性先端部が、ダイ
ヤモンド様コーティング、複数のマイクロセレーション、及び振動コンポーネントからな
る群から選択される１つ又は２つ以上の切れ味向上特徴部を含む、デバイス。
【請求項２】
　前記ダイヤモンド様コーティングが、誘電材料であり、かつ／又は前記ダイヤモンド様
コーティングが、２０ミクロン未満であり、
　前記マイクロセレーションが、３ファセット若しくは４ファセット設計であり、かつ／
又は前記マイクロセレーションが、５０～１００μｍの長さであり、
　前記振動コンポーネントが、圧電変換器であり、かつ／又は前記振動コンポーネントが
、前記先端部の軸方向への１ｍｍ未満の移動量の０．１～２０ｋＨｚの振動を発生させた
、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記振動コンポーネントが、前記デバイスのハンドルと関連付けられている、請求項１
に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記振動コンポーネントが、前記先端部の軸方向への１ｍｍ未満の移動量の０．１～２
０ｋＨｚの振動を発生させた、請求項１に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記デバイスが、前記マイクロセレーションに隣接する複数のスケールを特徴とする、
請求項３に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記内部導体が、前記導電性先端部に物理的に結合されておらず、前記内部導体が、前
記導電性先端部に容量結合されている、請求項１に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記アンテナが、前記内部導体の少なくとも一部分を取り囲む導電性外部導体を含み、
前記アンテナが、前記内部導体と前記外部導体との間に誘電材料を含む、請求項１に記載
のデバイス。
【請求項８】
　前記アンテナが、３軸アンテナである、請求項１に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記導電性先端部が、トロカールを含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記内部導体が、第２の領域より遠位の第１の領域を含み、前記第２の領域が、第３の
領域より遠位であり、前記第３の領域が、３軸アンテナに収容され、前記第２の領域が、
前記３軸アンテナの外部導体を欠いており、前記第１の領域が、外部導体及び誘電材料、
そして前記３軸アンテナを欠いている、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記第１の領域が金属取付具に接着され、かつ前記金属取付具によって取り囲まれてお
り、前記金属取付具が、真鍮金属取付具であり、前記金属取付具が、前記内部導体の最遠
位端を越えて遠位に延在している、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１２】
　金属充填が、前記第２の領域内の前記内部導体を取り囲む誘電材料に当接している、請
求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記第２の領域が、前記３軸アンテナの誘電材料を含有する近位部分と、前記３軸アン
テナの前記誘電材料を欠く遠位部分と、を含む、請求項１０に記載のデバイス。
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【請求項１４】
　前記第２の領域の前記遠位部分が、前記内部導体を取り囲む非導電性スリーブを含み、
前記非導電性スリーブが、ＰＴＦＥを含む、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記導電性先端部が、絶縁体に取り付けられ、前記絶縁体が、前記金属取付具の遠位端
に取り付けられている、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記絶縁体が、セラミック絶縁体を含む、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記金属取付具、絶縁体、及び導電性先端部は、エネルギーが前記内部導体に供給され
ると、エネルギーを前記導電性先端部に伝達するために、低インピーダンスの重なりを発
生させるように位置決定及び寸法決定されている、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記金属取付具が、導電性接着剤を介して前記内部導体に接着されている、請求項１１
に記載のデバイス。
【請求項１９】
　サンプルを切除する方法であって、請求項１に記載のデバイスをサンプルと接触させる
ことと、前記デバイスにエネルギーを提供することと、を含む、方法。
【請求項２０】
　請求項１に記載のデバイスと、前記デバイスに電気的に接続された電源と、を備える、
システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療処置（例えば、組織切除、摘出、焼灼、血栓、心不整脈及びリズム障害
の治療、電気手術、組織採取等）を含む多様な用途のために、組織にエネルギーを送達す
るための総合的システム、デバイス及び方法に関する。特定の実施形態では、より小さい
挿入力を可能にするように構成された切除ツールを使用して、エネルギーの印加により、
組織領域（例えば、腫瘍）を治療するためのシステム、デバイス、及び方法が提供される
。
【背景技術】
【０００２】
　切除は、良性及び悪性腫瘍などのある特定の組織、心不整脈、心リズム障害、及び頻脈
を治療するための重要な治療的戦略である。ほとんどの承認されている切除システムは、
無線周波（ＲＦ）エネルギーを切除エネルギー源として利用する。したがって、様々なＲ
Ｆベースのカテーテル及び電源を、現在医師は利用することができる。しかしながら、Ｒ
Ｆエネルギーは、浅い「火傷」をもたらす表面組織におけるエネルギーの急速な消散、及
びより深い腫瘍又は不整脈組織にアクセスできないことを含む、いくつかの制限を有する
。ＲＦ切除システムの別の制限は、エネルギー放出電極上に形成する焼痂及び凝塊形成の
傾向であり、これが電気エネルギーの更なる蓄積を制限する。
【０００３】
　マイクロ波エネルギーは、生体組織を加熱するための有効なエネルギー源であり、例え
ば、癌治療及び注入前の血液の予熱のような適用において用いられる。したがって、伝統
的な切除技法の欠点を考慮して、最近では、マイクロ波エネルギーを切除エネルギー源と
して用いることに多くの関心が寄せられている。ＲＦを超えるマイクロ波エネルギーの利
点は、組織へのより深い貫通、炭化に対する非感受性、接地の必要性の欠如、より信頼性
のあるエネルギー蓄積、より速い組織加熱、及びＲＦよりはるかに大きい熱外傷を生成す
る能力であり、実際の切除処置を大幅に簡略化する。したがって、切除エネルギー源とし
てマイクロ波周波数範囲内の電磁エネルギーを利用する、開発中の多くのデバイスがある
（例えば、米国特許第４，６４１，６４９号、同第５，２４６，４３８号、同第５，４０
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５，３４６号、同第５，３１４，４６６号、同第５，８００，４９４号、同第５，９５７
，９６９号、同第６，４７１，６９６号、同第６，８７８，１４７号、及び同第６，９６
２，５８６号を参照されたい。これらの各々をその全体にわたって参照により本明細書に
援用する）。
【０００４】
　残念ながら、マイクロ波エネルギーを送達するように構成された現在のデバイスは、欠
点を有している。例えば、特定の処置は、デバイスの望ましくない変位をもたらす、高密
度組織への高い挿入力、又は標的組織の望ましくない変位をもたらす、柔軟組織への高い
挿入力を必要とする。より大きい挿入力はまた、不正確な配置につながり得る、より悪い
触覚フィードバックをもたらす。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、より小さい挿入力を可能にするように構成された改善されたデバイスが必
要とされる。
【０００６】
　本発明は、そのようなニーズに対処する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　現在のエネルギー送達デバイスを用いた組織領域への挿入は、望ましくない効果を結果
的にもたらし得る高い挿入力を必要とする。例えば、そのような高い挿入力は、組織領域
を引き裂き、デバイスを望ましくない位置に偏向させ（例えば、デバイスの誤配置）、か
つ／又はデバイスに対して標的組織を変位させる場合がある。本開示は、振動特徴部、切
れ味を改善するコーティング、及びセレーション状先端部設計のうちの１つ又は２つ以上
を有するエネルギー送達デバイスを提供することによって、そのような問題に対処する。
【０００８】
　したがって、いくつかの実施形態では、ａ）内部導体を含むアンテナと、ｂ）アンテナ
の遠位端にある導電性先端部と、を備え、導電性先端部が、１つ又は２つ以上の切れ味向
上特徴部（例えば、ダイヤモンド様コーティング、複数のマイクロセレーション、又は振
動コンポーネント）を含む、切除アンテナデバイスが本明細書に提供される。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、内部導体を含むアンテナと、ｂ）アンテナの遠位端にある導
電性先端部と、を備え、導電性先端部が、ダイヤモンド様コーティングを含む、切除アン
テナデバイスが本明細書に提供される。いくつかの実施形態では、ダイヤモンド様コーテ
ィングは、誘電材料である。いくつかの実施形態では、ダイヤモンド様コーティングは、
２０ミクロン未満（例えば、１０ミクロン未満又は５ミクロン未満）である。
【００１０】
　更に他の実施形態は、ａ）内部導体を含むアンテナと、ｂ）アンテナの遠位端にある導
電性先端部と、を備え、導電性先端部が、複数のマイクロセレーションを含む、切除アン
テナデバイスを提供する。いくつかの実施形態では、マイクロセレーションは、３ファセ
ット又は４ファセット設計にある。いくつかの実施形態では、マイクロセレーションは、
５０～１００μｍの長さである。いくつかの実施形態では、デバイスは、マイクロセレー
ションに隣接する複数のスケールを特徴とする。
【００１１】
　更なる実施形態は、ａ）内部導体を含むアンテナと、ｂ）アンテナの遠位端にある導電
性先端部と、を備える、切除アンテナデバイスを提供し、デバイスは、振動コンポーネン
ト（例えば、少なくともデバイスの先端部を振動させる）を更に備える。いくつかの実施
形態では、振動コンポーネントは、圧電変換器である。いくつかの実施形態では、振動コ
ンポーネントは、デバイスのハンドルと関連付けられる。いくつかの実施形態では、振動
コンポーネントは、先端部の軸方向への１ｍｍ未満の移動量の０．１～２０ｋＨｚの振動
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を発生させた。
【００１２】
　特定の実施形態は、遠位端に先端部を含む針シャフトを備える生検針を提供し、先端部
は、１つ又は２つ以上の切れ味向上特徴部（例えば、ダイヤモンド様コーティング、複数
のマイクロセレーション、又は振動コンポーネント）を含む。
【００１３】
　特定の実施形態では、本発明は、サンプル内の組織領域を切除するための方法を提供し
、方法は、そのようなエネルギー送達デバイスを提供することと、所望される組織領域に
先端部を挿入することと（例えば、振動の使用によって、及び／又はセレーション先端部
の使用によって、及び／又はダイヤモンド様コーティングを有する先端部の使用によって
、サンプル内の組織領域にエネルギー送達デバイスを位置決定することと、組織領域が切
除されるような条件下で、エネルギー送達デバイスからサンプル内の組織領域にエネルギ
ーを送達することと、を含む。いくつかの実施形態では、サンプルは、生存被験体内にあ
る。いくつかの実施形態では、サンプルは、生存ヒト被験体内にある。
【００１４】
　追加の実施形態を本明細書に記載する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】マイクロセレーションを備える先端部を有する例示的なデバイスを示す。
【図２】振動コンポーネントを有する例示的なデバイスを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　現在のエネルギー送達デバイスを用いた組織領域への挿入は、望ましくない効果を結果
的にもたらし得る高い挿入力を必要とする。例えば、そのような高い挿入力は、組織領域
を引き裂く及び／又はデバイスを望ましくない位置に偏向させる（例えば、デバイスの誤
配置）場合がある。本開示は、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレー
ション先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を有するエネルギー送達デバイスを提供する
ことによって、そのような問題に対処する。
【００１７】
　したがって、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーション先端部設
計のうちの１つ又は２つ以上を備えるエネルギー送達デバイス（例えば、切除処置での使
用のための）が本明細書に提供される。特定の実施形態では、本発明は、ａ）アンテナと
、ｂ）振動特徴部、ｃ）切れ味を改善するコーティング、及びｄ）セレーション設計を有
する先端部のうちの１つ又は２つ以上と、を備える、切除処置での使用のためのエネルギ
ー送達デバイスを提供する。いくつかの実施形態では、そのようなエネルギー送達デバイ
スは、ユーザが、低減された挿入力を利用することを可能にし、それによって、デバイス
偏向及び／又は望ましくない組織の引き裂きの可能性を低下させる。いくつかの実施形態
では、そのようなデバイスは、本明細書及び米国特許第９，１９２，４３８号に説明され
るシステムに組み込まれる。
【００１８】
　本発明は、医療処置（例えば、組織切除、摘出、焼灼、血栓、中空の臓器の腔内切除、
心不整脈の治療のための心切除、電気手術、組織採取、整形手術、眼内使用等）を含む、
多様な適用のためにエネルギー（例えば、マイクロ波エネルギー、高周波エネルギー）を
組織に送達するための包括的なシステム、デバイス、及び方法に関する。具体的には、本
発明は、電源、電力を指向、制御及び送達する手段（例えば、電力分割器）、プロセッサ
、エネルギー放出デバイス、冷却システム、撮像システム、温度監視システム、及び／又
は追跡システムを備える、エネルギー（例えば、マイクロ波エネルギー）の送達のための
システムを提供する。特定の実施形態では、本発明のエネルギー送達システムの使用によ
って、組織領域（例えば、腫瘍）を治療するためのシステム、デバイス、及び方法が提供
される。特定の実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレー
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ション先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含む切除ツールを使用するエネルギーの印
加によって、組織領域（例えば、腫瘍）を治療するためのシステム、デバイス、及び方法
が提供される。
【００１９】
　本明細書のシステムは、様々なシステム／キットの実施形態内で組み合わされてもよい
。例えば、本発明は、発生器、配電システム、電力を指向、制御、及び送達するための手
段（例えば、電力分割器）、エネルギーアプリケータのうちの１つ又は２つ以上を、いず
れか１つ又は２つ以上の補助コンポーネント（例えば、手術器具、処置を支援するための
ソフトウェア、プロセッサ、温度監視デバイス等）と共に備える。本発明は、任意の特定
の補助コンポーネントに限定されない。
【００２０】
　本発明のシステムは、組織領域へのエネルギー（例えば、高周波エネルギー、マイクロ
波エネルギー、レーザー、集束超音波等）の送達を伴う任意の医療処置（例えば、経皮的
又は外科的）に使用され得る。システムは、特定のタイプ又は種類の組織領域（例えば、
脳、肝臓、心臓、血管、足、肺、骨等）の治療に限定されない。例えば、本発明のシステ
ムは、腫瘍領域を切除する際に用途を見出す。追加の治療としては、心不整脈の治療、腫
瘍切除（良性及び悪性）、手術中、外傷後、出血の任意のその他の制御のための出血の制
御、軟組織の除去、組織摘出及び採取、静脈瘤の治療、腔内組織切除（例えば、バレット
食道及び食道腺癌などの食道病理を治療する）、骨性腫瘍、正常な骨、及び良性骨性病態
の治療、眼内用途、整形手術における用途、脳腫瘍及び電気的じょう乱を含む中枢神経系
の病理の治療、避妊手術（例えば、卵管の切除）、並びに任意の目的のための血管又は組
織の焼灼が挙げられるが、これらに限定されない。いくつかの実施形態では、外科的用途
は、切除療法（例えば、凝固壊死を達成する）を含む。いくつかの実施形態では、外科的
用途は、例えば、原発性若しくは転移性腫瘍を標的とする腫瘍切除を含む。いくつかの実
施形態では、外科的用途は、出血の制御（例えば、電気焼灼）を含む。いくつかの実施形
態では、外科的用途は、組織の切断又は除去を含む。いくつかの実施形態では、デバイス
は、脳、首、胸、腹、骨盤、及び四肢が挙げられるが、これらに限定されない任意の所望
の位置における、組織又は器官に対する最小の損傷での移動及び位置決定のために構成さ
れる。いくつかの実施形態では、デバイスは、例えば、コンピュータトモグラフィー、超
音波、磁気共鳴撮像、蛍光透視等による誘導送達のために構成される。
【００２１】
　以下に提供される例示的な実施形態は、医療用途（例えば、マイクロ波エネルギーの送
達による組織の切除）の観点で、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレ
ーション先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を有するシステム及びエネルギー送達デバ
イスを説明する。しかしながら、本発明のそのようなシステム及びデバイスは、医療用途
に限定されないことを理解されたい。そのようなデバイス及びシステムは、負荷（例えば
、農業環境、製造環境、研究環境等）へのエネルギーの送達を必要とする任意の環境で使
用され得る。例示される実施形態は、マイクロ波エネルギーに関して本発明のデバイス及
びシステムを説明する。本発明のデバイス及びシステムは、特定のタイプのエネルギー（
例えば、高周波エネルギー、マイクロ波エネルギー、集束超音波エネルギー、レーザー、
プラズマ）に限定されないことを理解されたい。本明細書に使用される際、「エネルギー
送達デバイス」、「アンテナを有するエネルギー送達デバイス」、並びに「振動特徴部、
切れ味を改善するコーティング、及びセレーション先端部設計のうちの１つ又は２つ以上
を有するエネルギー送達デバイス」という用語は、互換的に使用される。
【００２２】
　本発明のシステムは、任意の特定のコンポーネント又はコンポーネントの数に限定され
ない。いくつかの実施形態では、本発明のシステムは、限定されるものではないが、電源
、電力を指向、制御及び送達する手段（例えば、電力分割器）、プロセッサ、１つ若しく
は２つ以上の振動特徴部を有するエネルギー送達デバイス、切れ味を改善するコーティン
グ、及びアンテナを有するセレーション先端部設計のうちの１つ若しくは２つ以上、冷却
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システム、撮像システム、並びに／又は追跡システムを含むものを含む。複数のアンテナ
が使用中であるとき、システムは、各アンテナを別個に個々に制御するために使用され得
る。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を有するエネルギー送達デバイスは、本明細書
に説明されるデバイスと、電源と、伝送線と、電力分配コンポーネント（例えば、電力分
割器）と、プロセッサと、撮像システムと、温度監視システムと、を備える、エネルギー
送達システムの一部として提供される。いくつかの実施形態では、エネルギー送達システ
ムのコンポーネントは、伝送線、ケーブル等を介して接続される。いくつかの実施形態で
は、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーション先端部設計のうちの
１つ又は２つ以上を有するエネルギー送達は、電源、電力を指向、制御及び送達する手段
（例えば、電力分割器）、プロセッサ、撮像システム、滅菌野バリアにわたる温度監視シ
ステムから分離される。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバイスは、改善された切れ味及び貫通性を
有する先端部を有する。そのようなデバイスは、低減された挿入力及び改善された使い易
さを呈する。
【００２５】
　特定の実施形態では、改善された切れ味及び貫通性は、ダイヤモンド様コーティングを
有する先端部を有するエネルギー送達デバイスによって達成される。いくつかの実施形態
では、ダイヤモンド様コーティングは、誘電材料である。いくつかの実施形態では、ダイ
ヤモンド様コーティングは、２０ミクロン未満（例えば、１０ミクロン未満又は５ミクロ
ン未満）である。いくつかの実施形態では、先端部は、コーティング前に、熱処理される
か又は電解研磨予備洗浄に供される。いくつかの実施形態では、コーティングは、物理蒸
着によって適用される。いくつかの実施形態では、コーティングは、酸化アルミニウム又
はアルミナである。いくつかの実施形態では、ダイヤモンド様コーティングは、デバイス
先端部の全体を覆う。いくつかの実施形態では、ダイヤモンド様コーティングは、デバイ
ス先端部のほぼ全体（例えば、６５％、７０％、７５％、７８％、７９％、８０％、８５
％、８８％、９０％、９１％、９２％、９５％、９７．５％、９８％、９９％、９９．５
％、９９．９９９％）を被覆する。
【００２６】
　特定の実施形態では、改善された切れ味及び貫通性は、複数のマイクロセレーションを
有する先端部を有するエネルギー送達デバイスによって達成される。いくつかの実施形態
では、マイクロセレーションは、３ファセット又は４ファセット設計にある。いくつかの
実施形態では、マイクロセレーションは、５０～１００μｍの長さである。いくつかの実
施形態では、デバイスは、マイクロセレーションに隣接する複数のスケールを特徴とする
。
【００２７】
　マイクロセレーションを含む例示的な先端部及びスケールが図１に示される。図１は、
マイクロセレーション１及び先端部に隣接する任意選択のスケール２を示す。セレーショ
ンは、組織繊維に局所的応力集中を引き起こし、はるかにより低い力レベルで、組織を引
き裂くために必要な力を克服する。従来の解決策は、より容易な初期貫通を可能にするた
めの先端形状及び／又は摩擦を低減するための表面コーティングに注力していた。最終的
に、組織は、プローブの円周に一致するように依然として裂けなければならない。摩擦を
低減するか又はプローブをより鋭角で緩やかに動かすことに注力するのではなく、本発明
の設計は、表面トポグラフィを利用して、主要な制限因子である、適切な円周に組織を引
き裂く力に注力する。セレーションは、応力集中を引き起こし、したがって、マイクロレ
ベルで引き裂くことにより、結果的に、全体的により低い挿入力及び改善された使い易さ
をもたらす。
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【００２８】
　特定の実施形態では、改善された切れ味及び貫通性は、使用中に（例えば、組織領域へ
のデバイスの挿入中に）振動するように構成されたエネルギー送達を用いて達成される。
実際、いくつかの実施形態では、デバイスの少なくとも先端部の振動を可能にする振動コ
ンポーネントを備える切除又は生検デバイスが本明細書に提供される。いくつかの実施形
態では、振動コンポーネントは、圧電変換器である。
【００２９】
　そのようなデバイスは、そのような振動コンポーネントの特定の場所に限定されない。
いくつかの実施形態では、振動コンポーネントは、デバイスのハンドル内に位置する。い
くつかの実施形態では、振動コンポーネントは、エネルギー送達デバイスへの取り付けの
ために構成された別個のデバイスである。いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバ
イス上への取り付けのために構成されたそのような別個のデバイスは、デバイス上の任意
の場所（例えば、ハンドル、プローブシャフト等）に取り付けられ得る。
【００３０】
　振動コンポーネントは、特定の振動量に限定されない。いくつかの実施形態では、振動
コンポーネント内の振動量は、組織領域へのデバイスの挿入力の低減を可能にするのに十
分である。いくつかの実施形態では、振動コンポーネントは、先端部の軸方向への１ｍｍ
未満の移動量の０．１～２０ｋＨｚの振動を発生させるように構成されている。
【００３１】
　本発明は、特定の様式の操作に限定されない。いくつかの実施形態では、振動コンポー
ネントは、手動で操作される（例えば、ユーザによって）。いくつかの実施形態では、振
動コンポーネントは、エネルギー送達デバイスと関連付けられたプロセッサ（例えば、コ
ンピュータソフトウェア）によって自動的に操作される。
【００３２】
　図２は、例示的な振動実施形態を示す。いくつかの実施形態では、振動デバイスは、医
療デバイスのシャフト若しくはハンドル又は他の部分（例えば、切除プローブ、電極、ア
ンテナ、針、又は生検針）に取り付けられる別個の（例えば、再利用可能な又は使い捨て
の）コンポーネントである。この実施形態は、図２に示されている（例えば、「再利用可
能な外部コンセプト」）。いくつかの実施形態では、振動コンポーネントは、デバイスの
シャフトを振動から保護するための絶縁体（例えば、発泡体）を備える。いくつかの実施
形態では、振動コンポーネントは、器具のハンドル又は他の部分に内蔵される（例えば、
図２に「内部コンセプト」として示される）。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、振動コンポーネントは、バッテリ給電される、及び／又は電
源へのケーブル接続を伴う切除プローブ又は他のデバイス内で使用される場合、システム
に配線される。いくつかの実施形態では、振動コンポーネントは、振動をオン及びオフに
するためのボタン又はトリガを備える。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、針が振動すると、低減された挿入力効果（及び結果として、
プローブ針の偏向が少ないことに起因して、より良好な配置精度）が発生する。追加の利
益は、針挿入と関連付けられた、知覚される痛みの低減である。
【００３５】
　本発明のそのような実施形態は、エネルギー送達（例えば、放出）のための任意のタイ
プのアンテナの使用を企図する（例えば、切除デバイス、外科用デバイス等）。適用可能
なアンテナの例としては、限定されるものではないが、米国特許第７，１０１，３６９号
、同第７，０３３，３５２号、同第６，８９３，４３６号、同第６，８７８，１４７号、
同第６，８２３，２１８号、同第６，８１７，９９９号、同第６，６３５，０５５号、同
第６，４７１，６９６号、同第６，３８３，１８２号、同第６，３１２，４２７号、同第
６，２８７，３０２号、同第６，２７７，１１３号、同第６，２５１，１２８号、同第６
，２４５，０６２号、同第６，０２６，３３１号、同第６，０１６，８１１号、同第５，
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８１０，８０３号、同第５，８００，４９４号、同第５，７８８，６９２号、同第５，４
０５，３４６号、同第４，４９４，５３９、米国特許出願第１１／７２８，４６０号、同
第１１／７２８，４５７号、同第１１／７２８，４２８号、同第１１／２３７，１３６号
、同第１１／２３６，９８５号、同第１０／９８０，６９９号、同第１０／９６１，９９
４号、同第１０／９６１，７６１号、同第１０／８３４，８０２号、同第１０／３７０，
１７９号、同第０９／８４７，１８１号に説明されるアンテナのうちのいずれかが挙げら
れる。英国特許出願第２，４０６，５２１号、同第２，３８８，０３９号、欧州特許第１
３９５１９０号、及び国際公開第０６／００８４８１号、同第０６／００２９４３号、同
第０５／０３４７８３号、同第０４／１１２６２８号、同第０４／０３３０３９号、同第
０４／０２６１２２号、同第０３／０８８８５８号、同第０３／０３９３８５号、同第９
５／０４３８５号を参照されたい。そのようなアンテナは、エネルギー放出のために構成
されたありとあらゆる医療用、獣医学、及び研究用のアプリケーションデバイス、並びに
農業環境、製造環境、機械的環境又はエネルギーが送達されるその他の任意の用途で使用
されるデバイスを含む。
【００３６】
　上記のように、システムは、エネルギー（例えば、マイクロ波エネルギー、高周波エネ
ルギー、放射線エネルギー）を放出するように構成されたアンテナを中に有するエネルギ
ー送達デバイスを利用する。システムは、特定のタイプ又は設計のアンテナに限定されな
い（例えば、切除デバイス、外科用デバイスなど）。いくつかの実施形態では、システム
は、直線形状のアンテナを有するエネルギー送達デバイスを利用する（例えば、米国特許
第６，８７８，１４７号、同第４，４９４，５３９号、米国特許出願第１１／７２８，４
６０号、同第１１／７２８，４５７号、同第１１／７２８，４２８号、同第１０／９６１
，９９４号、同第１０／９６１，７６１号、及び国際公開第０３／０３９３８５号を参照
されたい）。いくつかの実施形態では、システムは、非直線形状のアンテナを有するエネ
ルギー送達デバイスを利用する（例えば、米国特許第６，２５１，１２８号、同第６，０
１６，８１１号、及び同第５，８００，４９４号、米国特許出願第０９／８４７，１８１
号、並びに国際公開第０３／０８８８５８号を参照されたい）。いくつかの実施形態では
、アンテナは、ホーン反射コンポーネント（例えば、米国特許第６，５２７，７６８号、
同第６，２８７，３０２号を参照されたい）を有する。いくつかの実施形態では、アンテ
ナは、指向性反射シールド（例えば、米国特許第６，３１２，４２７号を参照されたい）
を有する。いくつかの実施形態では、アンテナは、その中に、特定の組織領域内にエネル
ギー送達デバイスを固設するように固設コンポーネントを有する（例えば、米国特許第６
，３６４，８７６号、及び同第５，７４１，２４９号を参照されたい）。
【００３７】
　一般的に、エネルギーを放出するように構成されたアンテナは、同軸伝送線を備える。
デバイスは、同軸伝送線の特定の構成に限定されない。同軸伝送線の例として、Ｐａｓｔ
ｅｒｎａｃｋ、Ｍｉｃｒｏ－ｃｏａｘ、及びＳＲＣ　Ｃａｂｌｅｓによって開発された同
軸伝送線が挙げられるがこれらに限定されない。いくつかの実施形態では、同軸伝送線は
、中心導体、誘電体素子、及び外部導体（例えば、外側シールド）を有する。いくつかの
実施形態では、アンテナは、可撓性の同軸伝送線を有する（例えば、肺静脈の周り又は管
状構造を通して、例えば、位置決定する目的で）（例えば、米国特許第７，０３３，３５
２号、同第６，８９３，４３６号、同第６，８１７，９９９号、同第６，２５１，１２８
号、同第５，８１０，８０３号、同第５，８００，４９４号を参照されたい）。いくつか
の実施形態では、アンテナは、剛性の同軸伝送線を有する（例えば、米国特許第６，８７
８，１４７号、米国特許出願第１０／９６１，９９４号、同第１０／９６１，７６１号、
及び国際公開第０３／０３９３８５号を参照されたい）。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバイスは、アンテナ内部に位置付けられた
同軸伝送線、及びアンテナと接続している同軸伝送線を有する。いくつかの実施形態では
、アンテナ内部の同軸伝送線のサイズは、アンテナと接続された同軸伝送線より大きい。
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アンテナ内部の同軸伝送線及びアンテナと接続している同軸伝送線は、特定のサイズに限
定されない。例えば、いくつかの実施形態では、アンテナと接続された同軸伝送線は、約
０．０３２インチであるのに対し、アンテナ内部の同軸伝送線のサイズは、０．０３２イ
ンチより大きい（例えば、０．０５インチ、０．０７５インチ、０．１インチ、０．５イ
ンチ）。いくつかの実施形態では、アンテナ内部の同軸伝送線は、硬く、厚い内部導体を
有する。いくつかの実施形態では、アンテナ内部の同軸伝送線の末端部は、経皮使用のた
めに尖っている。いくつかの実施形態では、アンテナ内部の同軸伝送線の誘電体コーティ
ングは、ＰＴＦＥである（例えば、カニューレから内部導体（例えば、細く、鋭い内部導
体）への移行の円滑化のため）。
【００３９】
　そのような実施形態は、特定の同軸伝送線形状に限定されない。実際、いくつかの実施
形態では、同軸伝送線及び／又は誘電体素子の形状は、特定のニーズに適合するように選
択される、及び／又は調節可能である。
【００４０】
　いくつかの実施形態では、外部導体は、２０ゲージの針又は２０ゲージの針と同様の直
径のコンポーネントである。好ましくは、経皮使用の場合、外部導体は、１７ゲージ以下
の針（例えば、１６ゲージ以下の針）である。いくつかの実施形態では、外部導体は、１
７ゲージの針である。しかしながら、いくつかの実施形態では、所望に応じて、より大き
いデバイスが使用される。例えば、いくつかの実施形態では、１２ゲージの直径が使用さ
れる。本発明は、外部導体のサイズによって限定されない。いくつかの実施形態では、外
部導体は、医療処置を支援する（例えば、組織生検を支援する）目的のために、一連のよ
り大きい針内に適合するように構成される（例えば、米国特許第６，６５２，５２０号、
同第６，５８２，４８６号、同第６，３５５，０３３号、同第６，３０６，１３２号を参
照されたい）。いくつかの実施形態では、中心導体は、所望される場所にエネルギーを送
達する目的で、外部導体を越えて延在するように構成される。いくつかの実施形態では、
供給線特性インピーダンスの一部又は全ては、その遠位端で終端するアンテナのタイムに
関係なく、最小電力散逸のために最適化される。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバイスに近位部分及び遠位部分が提供され
、遠位部分は取り外し可能であり、コア近位部分に取り付けることができる様々な異なる
構成で提供される。例えば、いくつかの実施形態では、近位部分は、ハンドルと、システ
ムの他のコンポーネント（例えば、電源）に対するインターフェースとを備え、遠位部分
は、所望の特性を有する取り外し可能なアンテナを備える。異なる用途のために構成され
た複数の異なるアンテナが提供されてよく、適切な指示のためにハンドルユニットに取り
付けられ得る。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、複数（例えば、１つよりも多い）（例えば、２、３、４、５
、１０、２０個等）の同軸伝送線及び／又は３軸伝送線は、長期間にわたって大量のエネ
ルギーを送達する目的で、各エネルギー送達デバイス内に位置決定される。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバイスは、最適化された調整能力を有する
３軸マイクロ波プローブを備える（例えば、米国特許第７，１０１，３６９号、米国特許
出願第１０／８３４８０２号、同第１１／２３６９８５号、同第１１／２３７１３６号、
同第１１／２３７４３０号、同第１１／４４０３３１号、同第１１／４５２６３７号、同
第１１／５０２７８３号、同第１１／５１４６２８号、及び国際出願ＰＣＴ／ＵＳ０５／
１４５３４号を参照されたい）。３軸マイクロ波プローブは、特定の最適化された調整能
力に限定されない。いくつかの実施形態では、３軸マイクロ波プローブは、特定の組織タ
イプに固有の事前定義された最適化された調整能力を有する。いくつかの実施形態では、
３軸マイクロ波プローブは、より小さい組織領域を切除する（例えば、臓器の縁のみを切
除する、小さい腫瘍を切除する等）ように構成されている。そのような実施形態では、第
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１の導体の長さは、短縮される（例えば、ワイヤが小さい切除領域を保持するために、先
端部に接触するように）。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、本発明のデバイスは、取り外し可能なハンドルと取り付くよ
うに構成されている。本発明は、特定のタイプの取り外し可能なハンドルに限定されない
。いくつかの実施形態では、取り外し可能なハンドルは、複数のデバイス（例えば、１、
２、３、４、５、１０、２０、５０個．．．）と、そのようなデバイスによってエネルギ
ー送達を制御する目的で接続するように構成されている。いくつかの実施形態では、ハン
ドルは、電力をエネルギー送達デバイスに提供するための電力増幅器を有して設計される
。
【００４５】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含むエネルギー送達デバイスは、可撓性及び
非可撓性領域の両方を有する本体を有するように構成されている。エネルギー送達デバイ
スは、可撓性及び非可撓性領域の両方を有する本体の特定の構成に限定されない。いくつ
かの実施形態では、可撓性領域は、プラスチック（例えば、ＰＥＥＫ）を含む。いくつか
の実施形態では、非可撓性領域は、セラミックを含む。可撓性及び非可撓性領域は、エネ
ルギー送達デバイスの本体内の特定の位置に限定されない。いくつかの実施形態では、可
撓性領域は、より少ない量のマイクロ波場放射を受ける領域に位置決定される。いくつか
の実施形態では、非可撓性領域は、多量のマイクロ波場放射を受ける（例えば、アンテナ
の近位部分の上に位置して、誘電強度及び機械的剛性を提供する）領域内に位置決定され
る。いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバイスは、追加の耐久性を提供するため
に、遠位部分（例えば、アンテナ）の上に熱収縮を有する。いくつかの実施形態では、上
記のように、エネルギー送達デバイスは、追加の切れ味を提供するために、遠位部分（例
えば、アンテナ）の上にダイヤモンド様コーティングを有する。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、アンテナの材料は、耐久性を有し、高誘電率を提供する。い
くつかの実施形態では、アンテナの材料は、ジルコニウム及び／又はジルコニウムの機能
的等価物である。いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング
、及びセレーション先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含むエネルギー送達デバイス
が、同じ又は異なる電源に取り付けられた２つ又は３つ以上の別個のアンテナとして提供
される。いくつかの実施形態では、異なるアンテナが同じハンドルに取り付けられ、他の
実施形態では、異なるハンドルが各アンテナに提供される。いくつかの実施形態では、複
数のアンテナが、患者内で所望される強度及び幾何学的形状のエネルギーを送達するため
に、同時に、又は連続して（例えば、切り替えて）患者内で使用される。いくつかの実施
形態では、アンテナは、個々に制御可能である。いくつかの実施形態では、複数のアンテ
ナは、単一のユーザによって、コンピュータによって、又は複数のユーザによって操作さ
れ得る。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含むエネルギー送達デバイスは、滅菌野内で
動作するように設計される。本発明は、特定の滅菌野環境に限定されない。いくつかの実
施形態では、滅菌野は、被験体を取り囲む領域（例えば、手術台）を含む。いくつかの実
施形態では、滅菌野は、滅菌された物品（例えば、滅菌されたデバイス、滅菌された補助
剤、滅菌された身体部位）のみへのアクセスを可能にする任意の領域を含む。いくつかの
実施形態では、滅菌野は、病原体感染に対して脆弱な任意の領域を含む。いくつかの実施
形態では、滅菌野は、その中に、滅菌野と非滅菌野との間にバリアを確立する滅菌野バリ
アを有する。本発明は、特定の滅菌野バリアに限定されない。いくつかの実施形態では、
滅菌野バリアは、本発明のエネルギー送達デバイス（例えば、組織切除）の使用を伴う処
置を受ける被験体を取り囲むドレープである。いくつかの実施形態では、部屋は、無菌状
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態であり、滅菌野を提供する。いくつかの実施形態では、滅菌野バリアは、本発明のシス
テムのユーザ（例えば、医師）によって確立される。いくつかの実施形態では、滅菌野バ
リアは、非滅菌物品の滅菌野への進入を妨げる。いくつかの実施形態では、振動特徴部、
切れ味を改善するコーティング、及びセレーション先端部設計のうちの１つ又は２つ以上
を含むエネルギー送達は、滅菌野に提供され、一方、システムの１つ又は２つ以上の他の
コンポーネント（例えば、電源）は、滅菌野に含有されない。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバイスは、その中に、振動特徴部、切れ味
を改善するコーティング、及びセレーション先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含む
エネルギー送達デバイスの望ましくない使用を防止するように設計された保護センサを有
する。エネルギー送達デバイスは、特定のタイプ又は種類の保護センサに限定されない。
いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバイスは、その中に、例えば、エネルギー送
達デバイス及び／又はそのエネルギー送達デバイスに接触する組織の温度を測定するよう
に指定される温度センサを有する。いくつかの実施形態では、温度がある特定のレベルに
到達すると、センサは、例えば、プロセッサを介してユーザに警告を通信する。いくつか
の実施形態では、エネルギー送達デバイスは、その中に、エネルギー送達デバイスと皮膚
（例えば、皮膚の外表面）との接触を検出するように指定された皮膚接触センサを有する
。いくつかの実施形態では、望ましくない皮膚と接触したときに、皮膚接触センサは、例
えば、プロセッサを介してユーザに警告を通信する。いくつかの実施形態では、エネルギ
ー送達デバイスは、その中に、エネルギー送達デバイスと周囲空気の接触を検出する（例
えば、デバイスを通過する電気の反射電力の測定によって検出する）ように指定された空
気接触センサを有する。いくつかの実施形態では、望ましくない空気と接触したときに、
皮膚接触センサは、例えば、プロセッサを介してユーザに警告を通信する。いくつかの実
施形態では、センサは、望ましくない事象（例えば、皮膚との接触、空気との接触、望ま
しくない温度の増加／減少）を検出したときに、（例えば、電力送達を自動的に低減又は
防止することによって）エネルギー送達デバイスの使用を防止するように設計される。い
くつかの実施形態では、センサは、望ましくない発生の不在下でプロセッサが通知（例え
ば、緑色ライト）を表示するように、プロセッサと通信する。いくつかの実施形態では、
センサは、望ましくない発生の存在下でプロセッサが通知（例えば、赤色ライト）を表示
するように、プロセッサと通信し、望ましくない発生を識別する。
【００４９】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含むエネルギー送達デバイスは、製造者の推
奨する電力定格を上回って使用される。いくつかの実施形態では、本明細書に記載される
冷却技法を適用して、より高い電力送達を可能にする。本発明は、特定の量の電力増加に
限定されない。いくつかの実施形態では、電力定格は、製造者の推奨の５倍又はそれ以上
（例えば、５倍、６倍、１０倍、１５倍、２０倍等）を超える。
【００５０】
　加えて、本発明のデバイスは、異なる時間（例えば、ユーザによって制御される）、及
び異なるエネルギー強度（例えば、ユーザによって制御される）で、デバイスの異なる領
域（例えば、外部導体セグメントの間隙）からエネルギーを送達するように構成される。
デバイス上のそのような制御は、特定の組織領域での建設的位相干渉、又は特定の組織領
域での破壊的位相干渉を達成する目的で、エネルギー送達場の位相合わせを可能にする。
例えば、ユーザは、組み合わせられたエネルギー強度（例えば、建設的位相干渉）を達成
するように、２つ（又は３つ以上）の近接して位置決定された外部導体セグメントによる
エネルギー送達を用いてもよい。そのような組み合わせられたエネルギー強度は、特に、
深い又は高密度の組織領域で有用であり得る。加えて、そのような組み合わせられたエネ
ルギー強度は、２つ（又は３つ以上）のデバイスの利用によって達成され得る。いくつか
の実施形態では、１つ又は２つ以上のデバイス間の位相干渉（例えば、建設的位相干渉、
破壊的位相干渉）は、プロセッサ、調整素子、ユーザ、及び／又は電力分割器によって制
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御される。したがって、ユーザは、デバイスの異なる領域を通してエネルギーの放出を制
御し、切除区域を精密に彫り込む目的で、デバイスの各領域を通して送達されるエネルギ
ー量を制御することができる。
【００５１】
　本発明は、デバイスを冷却するための多種多様な方法を提供する。いくつかの実施形態
は、溶融すると、吸熱反応を実行する化学物質の接触を可能にする溶融可能バリアを用い
る。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、アンテナを特定の組織領域において固定するた
めの係留素子を更に備える。デバイスは、特定のタイプの係留素子に限定されない。いく
つかの実施形態では、係留素子は、膨張可能なバルーンである（例えば、バルーンの膨張
がアンテナを特定の組織領域において固定する）。膨張可能なバルーンを係留素子として
利用する追加の利点は、バルーンの膨張時に特定の領域への血流又は気流を阻害すること
である。そのような気流又は血流阻害は、例えば、心切除処置及び肺組織、血管組織、及
び胃腸組織が関与する切除処置において特に有用である。いくつかの実施形態では、係留
素子は、特定の組織領域に係合する（例えば、その上にラッチする）ように設計されたア
ンテナの拡張である。更なる例としては、米国特許第６，３６４，８７６号及び同第５，
７４１，２４９号に記載される係留素子が挙げられるが、これらに限定されない。いくつ
かの実施形態では、係留素子は、循環剤（例えば、その臨界点又はその近くで送達される
ガス、ＣＯ２）を有し、これはアンテナと組織との間の境界面を凍結させ、それによりア
ンテナを所定の位置に固着させる。そのような実施形態では、組織が溶解するときに、ア
ンテナは、組織解離に起因して組織領域に固定されたままである。
【００５３】
　したがって、いくつかの実施形態では、本発明のデバイスは、多量の気流及び／又は血
流を有する組織領域（例えば、肺組織、心組織、胃腸組織、血管組織）の切除に使用され
る。多量の気流及び／又は血流を有する組織領域の切除を伴ういくつかの実施形態では、
素子が、その組織領域への気流及び／又は血流を阻害するために更に利用される。本発明
は、特定の気流及び／又は血流阻害素子に限定されない。いくつかの実施形態では、デバ
イスは、気管内／気管支内管と組み合わされる。いくつかの実施形態では、デバイスに取
り付けられたバルーンは、所望の組織領域内にデバイス（複数可）を固定し、所望の組織
領域への血流及び／又は気流を阻害する目的で、組織領域において膨張させることができ
る。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバイスは、その中に、例えば、他の部分の
冷却又は加熱を可能にしながら、デバイスの一部分又は部分の冷却又は加熱を防止するよ
うに、エネルギー送達デバイスの内部部分を分離するように設計されたプラグ領域を有す
る。プラグ領域は、任意の他のエネルギー送達デバイスの任意の所望される領域（複数可
）を分離するように構成され得る。いくつかの実施形態では、プラグ領域は、エネルギー
送達デバイスの１つ又は２つ以上の領域の冷却を防止するように設計される。いくつかの
実施形態では、プラグ領域は、切除エネルギーを送達するように構成されたエネルギー送
達デバイスの一部分の冷却を防止するように設計される。プラグ領域は、装置の一部分の
冷却を防止する特定の様式に限定されない。いくつかの実施形態では、プラグ領域は、低
温（例えば、循環されるクーラントを有するエネルギー送達デバイスの領域）を有する領
域と接触するように設計される。いくつかの実施形態では、プラグ領域の材料は、その温
度を著しく低下させずに低温を有する材料又は領域（例えば、絶縁材料）と接触すること
ができるようなものである。プラグ領域は、特定のタイプの絶縁材料（例えば、合成ポリ
マー（例えば、ポリスチレン、ポリイシネン、ポリウレタン、ポリイソシアヌレート）、
エアロゲル、繊維ガラス、コルク）に限定されない。プラグ領域は、特定のサイズ寸法に
限定されない。いくつかの実施形態では、プラグ領域のサイズは、循環クーラントの冷却
効果がエネルギー送達デバイスの他の領域の温度を低下させることを防止することができ
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るようなものである。いくつかの実施形態では、プラグ領域は、エネルギー送達デバイス
のカニューレ部分全体に沿って位置決定される。いくつかの実施形態では、プラグ領域は
、エネルギー送達デバイスのカニューレ部分の遠位部分に位置決定される。いくつかの実
施形態では、プラグ領域は、エネルギー送達デバイスのカニューレ部分の外部部分の周囲
に巻き付く。
【００５５】
　いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバイスは、その中に、エネルギー送達デバ
イスを組織領域に固設するように設計された「固着」領域を有する。固着領域は、エネル
ギー送達デバイスの組織領域への関連付けを容易にする特定の様式に限定されない。いく
つかの実施形態では、固着領域は、組織領域と接触すると、組織領域が固着領域に接着し
、それによって、組織領域を有するエネルギー送達デバイスの取り付けを結果的にもたら
すように、低温を達成及び維持するように構成される。固着領域は、特定の材料組成に限
定されない。いくつかの実施形態では、固着領域は、例えば、金属材料、セラミック材料
、プラスチック材料、及び／又はそのような物質の任意の組み合わせである。いくつかの
実施形態では、固着領域は、組織領域と接触すると、固着領域上への組織領域の接着を誘
発するように、温度を達成及び維持することができる任意の種類の材料を含む。固着領域
は、特定のサイズ寸法に限定されない。いくつかの実施形態では、固着領域のサイズは、
同時組織切除及び／又はエネルギー送達デバイスの同時運動（位置決定）中に組織領域の
接着を維持することができるようなものである。いくつかの実施形態では、２つ又は３つ
以上の固着領域が提供される。いくつかの実施形態では、固着領域は、シールを用いてデ
バイスの遠位領域に露出することを防止される。いくつかの実施形態では、シールは、固
着領域とデバイスの遠位領域との間に位置決定され、それによって、遠位領域への固着領
域の露出を防止する。いくつかの実施形態では、シールは、気密／ガス密様式で構成され
る。いくつかの実施形態では、シールは、デバイス（例えば、同軸領域）上にレーザー溶
接される。いくつかの実施形態では、シールは、デバイス（例えば、同軸領域）に誘導は
んだ付けされる。いくつかの実施形態では、シールは、部分的（例えば、６０％／４０％
、５５％／４５％、５０％／５０％）にレーザー溶接及び誘導はんだ付けである。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を備えるエネルギー送達デバイスは、最適化さ
れた特性インピーダンスを有するマイクロ波エネルギーの送達のために構成されている（
例えば、米国特許出願第１１／７２８，４２８号を参照されたい）。そのようなデバイス
は、５０Ωよりも高い特性インピーダンスで動作するように構成される（例えば、５０～
９０Ω、例えば、５０、．．．、５５、５６、５７、５８、５９、６０、６１、６２、．
．．９０Ω、好ましくは７７Ω）。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含むエネルギー送達デバイスは、クーラント
通過チャネルを有する（例えば、米国特許第６，４６１，３５１号及び米国特許出願第１
１／７２８，４６０号を参照されたい）。具体的には、本発明のエネルギー送達システム
は、同軸伝送線を有するデバイスを利用し、同軸伝送線は、同軸コンポーネントの誘電体
及び／又は内部若しくは外部導体を通って冷却材料を流すことによって冷却することを可
能にする。いくつかの実施形態では、デバイスは、クーラントの通過を可能にしながら、
デバイスの直径を最小化するように構成される。これは、いくつかの実施形態では、内部
若しくは外部導体及び／又は固体誘電材料の剥離片をチャネルと置換することによって達
成され、チャネルを通ってクーラントが移送される。いくつかの実施形態では、チャネル
は、１つ又は２つ以上（例えば、２つ、３つ、４つ）の区域から同軸ケーブルの長さに沿
って、外部若しくは内部導体及び／又は固体誘電材料を剥離することによって生成される
。クーラントの移送のためのチャネルを形成する、外部若しくは内部導体及び／又は固体
誘電材料の除去された部分によると、剥離されたコンポーネントは、外部若しくは内部導



(15) JP 2021-513881 A 2021.6.3

10

20

30

40

50

体及び／又は固体誘電材料の除去前よりも小さい外部導体内に適合する。これは、より小
さいデバイスを提供し、それらから得られる利点の全てを含む。複数のチャネルが用いら
れるいくつかの実施形態では、クーラント移送は、チャネルのうちの１つ又は２つ以上を
通る交互方向であってもよい。そのようなデバイスの利点は、同軸ケーブルの直径がクー
ラントを収容するために増大される必要がないことである。これは、低侵襲性である冷却
されたデバイスの使用を可能にし、別様にアクセス不能であるか又は望ましくない危険性
を伴ってのみアクセス可能である身体の領域へのアクセスを可能にする。クーラントの使
用はまた、より大きいエネルギー送達及び／又は長期間にわたるエネルギー送達を可能に
する。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバイスは、振動特徴部、切れ味を改善する
コーティング、及びセレーション先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含む（例えば、
米国特許出願第１１／７２８，４５７号を参照されたい）。デバイスは、特定の構成に限
定されない。いくつかの実施形態では、デバイスは、その中に、エネルギー（例えば、マ
イクロ波エネルギー）の印加を通して組織領域を加熱するための中心供給ダイポールを有
する。いくつかの実施形態では、そのようなデバイスは、中空管に接続された同軸ケーブ
ルを有する（例えば、内径が外径の少なくとも５０％である、例えば、内径が外径と実質
的に同様である）。同軸ケーブルは、標準的な同軸ケーブルであってもよく、又は内部に
ほぼゼロの導電性の誘電体コンポーネント（例えば、空気）を有する同軸ケーブルであっ
てもよい。中空管は、特定の設計構成に限定されない。いくつかの実施形態では、中空管
は、例えば、２０ゲージの針の形状（例えば、直径）を想定する。好ましくは、中空管は
、固体の硬質導電性材料（例えば、任意の数の金属、導体コーティングされたセラミック
、又はポリマー等）で作製される。いくつかの実施形態では、中空管は、例えば、カニュ
ーレを使用せずに、組織領域へのデバイスの直接挿入を可能にするために、その遠位端で
の切れ味向上された点又はスタイレットの追加を伴って構成される。中空管は、特定の組
成物（例えば、金属、プラスチック、セラミック）に限定されない。いくつかの実施形態
では、中空管は、例えば、銅又は他の硬化金属との銅合金、銀又は他の硬化金属との銀合
金、金めっき銅、金属めっきＭａｃｏｒ（機械加工可能なセラミック）、金属めっき硬化
ポリマー、及び／又はこれらの組み合わせを含む。スタイレット先端部は、任意の材料か
ら作製され得る。いくつかの実施形態では、先端部は、硬化樹脂から作製される。いくつ
かの実施形態では、先端部は、金属である。いくつかの実施形態では、スタイレット先端
部は、チタン又はチタンの等価物から作製される。いくつかの実施形態では、スタイレッ
ト先端部は、ジルコニア又はジルコニアの等価物にろう付けされる。いくつかのそのよう
な実施形態では、金属先端部は、アンテナの金属部分の延長部であり、電気的に活性であ
る。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を備えるエネルギー送達デバイスは、アンテナ
コンポーネントの直線状配列を有する（例えば、米国特許仮出願第６０／８３１，０５５
号を参照されたい）。デバイスは、特定の構成に限定されない。いくつかの実施形態では
、アンテナコンポーネントの直線状配列を有するエネルギー送達デバイスは、その中に、
内部導体及び外部導体を含むアンテナを有し、外部導体は、間隙によって分離された２つ
以上の直線状セグメント内に提供され、それにより、セグメントの長さ及び位置は、アン
テナの遠位端でのエネルギーの最適化された送達のために構成される。例えば、いくつか
の実施形態では、アンテナは、アンテナの近位端から遠位端の近くの領域にまたがる外部
導体の第１のセグメントと、第１のセグメントの遠位にある外部導体の第２のセグメント
とを含み、間隙が、第１及び第２のセグメントを分離又は部分的に分離する。間隙は、外
部導体に完全に外接してもよく、又は外部導体に単に部分的に外接してもよい。いくつか
の実施形態では、第２のセグメントの長さは、λ／２、λ／４等であるが、本発明は、そ
のように限定されない。いくつかの実施形態では、１つ又は２つ以上の追加の（例えば、
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第３、第４、第５の）セグメントが、第２のセグメントの遠位に設けられ、これらのセグ
メントの各々は、間隙によって他のセグメントから分離される。いくつかの実施形態では
、アンテナは、内部導体と電子通信する導電性末端で終端される。いくつかの実施形態で
は、導電性末端は、外部導体の直径と実質的に同一の直径を有するディスクを含む。その
ようなアンテナは、アンテナの遠位端の長さに沿ったエネルギー送達の複数のピークを提
供し、エネルギー送達のより広い領域を提供して、組織のより広い領域を標的化する。ピ
ークの場所及び位置は、外部導体セグメントの長さを選択することによって、かつ送達さ
れるエネルギー量を制御することによって、制御される。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含むエネルギー送達デバイスは、既存のアン
テナと結合するための精密アンテナ又は精密プローブを有する。
【００６１】
　精密プローブは、特定のタイプのアンテナとの結合に限定されない。いくつかの実施形
態では、アンテナは、内部導体を有する。いくつかの実施形態では、アンテナは、３軸ア
ンテナである（例えば、米国特許第７，１０１，３６９号を参照されたい）。米国特許出
願第１０／８３４８０２号、同第１１／２３６９８５号、同第１１／２３７１３６号、同
第１１／２３７４３０号、同第１１／４４０３３１号、同第１１／４５２６３７号、同第
１１／５０２７８３号、同第１１／５１４６２８号、及び国際出願ＰＣＴ／ＵＳ０５／１
４５３４号を参照されたい）。いくつかの実施形態では、アンテナは、同軸アンテナであ
る。いくつかの実施形態では、アンテナは、エネルギーを送達する（例えば、放出する）
ように構成された任意のタイプのデバイスである（例えば、切除デバイス、外科用デバイ
ス等）（例えば、米国特許第７，１０１，３６９号、同第７，０３３，３５２号、同第６
，８９３，４３６号、同第６，８７８，１４７号、同第６，８２３，２１８号、同第６，
８１７，９９９号、同第６，６３５，０５５号、同第６，４７１，６９６号、同第６，３
８３，１８２号、同第６，３１２，４２７号、同第６，２８７，３０２号、同第６，２７
７，１１３号、同第６，２５１，１２８号、同第６，２４５，０６２号、同第６，０２６
，３３１号、同第６，０１６，８１１号、同第５，８１０，８０３号、同第５，８００，
４９４号、同第５，７８８，６９２号、同第５，４０５，３４６号、同第４，４９４，５
３９号、米国特許出願第１１／７２８，４６０号、同第１１／７２８，４５７号、同第１
１／７２８，４２８号、同第１１／２３７，１３６号、同第１１／２３６，９８５号、同
第１０／９８０，６９９号、同第１０／９６１，９９４号、同第１０／９６１，７６１号
、同第１０／８３４，８０２号、同第１０／３７０，１７９号、同第０９／８４７，１８
１号、英国特許出願第２，４０６，５２１号、同第２，３８８，０３９号、欧州特許第１
３９５１９０号、及び国際公開第０６／００８４８１号、同第０６／００２９４３号、同
第０５／０３４７８３号、同第０４／１１２６２８号、同第０４／０３３０３９号、同第
０４／０２６１２２号、同第０３／０８８８５８号、同第０３／０３９３８５号、同第９
５／０４３８５号を参照されたい）。
【００６２】
　精密プローブは、特定の形状及び／又は設計に限定されない。いくつかの実施形態では
、精密プローブの形状は、アンテナの内部導体を覆って適合されることができるようなも
のである。いくつかの実施形態では、精密プローブの形状及び／又は設計は、円筒形であ
る。いくつかの実施形態では、精密プローブの形状及び／又は設計は管状である。
【００６３】
　精密プローブは、アンテナ内の特定の位置決定に限定されない。いくつかの実施形態で
は、精密プローブに対応するように、アンテナの外部導体及び誘電体は、精密プローブが
位置決定されることになる、内部導体に沿った一部分を生成するように除去される（例え
ば、それによって、露出した内部導体領域を生成する）。いくつかのそのような実施形態
では、精密プローブは、露出した内部導体領域全体に沿って位置決定される。いくつかの
そのような実施形態では、アンテナスリーブ（例えば、ポリフルオロエチレン又はＰＴＦ
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Ｅアンテナスリーブ）は、露出した内部導体の一部分に沿って位置決定され、精密プロー
ブは、露出した内部導体の残りの部分に沿って位置決定される。
【００６４】
　精密プローブの導電性取付具は、アンテナの内部導体との特定の様式の結合に限定され
ない。いくつかの実施形態では、取付具は、内部導体にはんだ付けされる。いくつかの実
施形態では、取付具は、内部導体にろう付けされる。いくつかの実施形態では、取付具は
、内部導体に圧着される。いくつかの実施形態では、取付具は、内部導体に溶接される。
いくつかの実施形態では、精密プローブと内部導体との間の取り付けは、導電性である。
【００６５】
　精密プローブは、特定のサイズ寸法に限定されない。いくつかの実施形態では、精密プ
ローブのサイズ寸法は、任意のタイプ又はサイズのアンテナ（例えば、内部導体又はアン
テナ）に対応するように構成される。いくつかの実施形態では、精密プローブの直径サイ
ズは、外側トロカールキャップ内に形成されるインピーダンスを最小化するために可能な
限り大きい。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、１つ又は２つ以上の振動特徴部を備える１つ又は２つ以上の
エネルギー送達装置、切れ味を改善するコーティング、及びセレーション先端部設計のう
ちの１つ又は２つ以上、並びにプロセッサを含むシステムが提供され、プロセッサは、シ
ステムのコンポーネントのうちの１つ又は２つ以上に関するフィードバックを監視、制御
及び／又は提供する。いくつかの実施形態では、プロセッサは、コンピュータモジュール
内に設けられる。コンピュータモジュールはまた、その機能のうちの１つ又は２つ以上を
実行するためにプロセッサによって用いられるソフトウェアを含んでもよい。例えば、い
くつかの実施形態では、本発明のシステムは、標的組織のサイズ及び形状、組織領域の温
度等挙げられるがこれらに限定されない組織領域の１つ又は２つ以上の特徴を監視するこ
とを通して（例えば、フィードバックシステムを通して）、組織領域に提供されるマイク
ロ波エネルギーの量を調節するためのソフトウェアを提供する（例えば、米国特許出願第
１１／７２８，４６０号、同第１１／７２８，４５７号、及び同第１１／７２８，４２８
号を参照されたい）。いくつかの実施形態では、ソフトウェアは、リアルタイムで情報（
例えば、監視情報）を提供するように構成されている。いくつかの実施形態では、ソフト
ウェアは、本発明のエネルギー送達システムと相互作用するように構成されており、それ
により組織領域に送達されるエネルギーの量を上昇又は低下させる（例えば、調整する）
ことができる。いくつかの実施形態では、ソフトウェアは、振動コンポーネントを有する
デバイス内で利用される振動量を調節するように設計される（図２及び添付の説明を参照
されたい）。いくつかの実施形態では、ソフトウェアは、エネルギー送達デバイスの使用
前にクーラントが所望の温度であるように、例えば、エネルギー送達デバイスへの分配の
ためにクーラントをプライムするように設計される。いくつかの実施形態では、治療され
る組織のタイプ（例えば、肝臓）は、その特定のタイプの組織領域のために事前に較正さ
れた方法に基づいて、プロセッサに組織領域へのマイクロ波エネルギーの送達を調節（例
えば、調整）させる目的で、ソフトウェアに入力される。他の実施形態では、プロセッサ
は、特定のタイプの組織領域に基づいて、システムのユーザに有用な特徴を表示するチャ
ート又は図を生成する。いくつかの実施形態では、プロセッサは、例えば、高温によって
引き起こされる急速なガス放出に起因する組織の亀裂を回避するために電力をゆっくり上
昇させる目的で、エネルギー送達アルゴリズムを提供する。いくつかの実施形態では、プ
ロセッサは、ユーザが電力、治療期間、異なる組織タイプに対する異なる治療アルゴリズ
ム、複数のアンテナモードにおけるアンテナへの電力の同時印加、アンテナ間で切り替え
られた電力送達、可干渉性及び非干渉性位相整合等を選択することを可能にする。いくつ
かの実施形態では、プロセッサは、類似の又は異なる患者特性での以前の治療に基づいて
、特定の組織領域に対する切除治療に関する情報のデータベース（例えば、特定の患者特
徴に基づいて、必要とされるエネルギーレベル、組織領域の治療期間）の形成のために構
成されている。いくつかの実施形態では、プロセッサは、遠隔制御によって操作される。
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【００６７】
　いくつかの実施形態では、プロセッサを使用して、例えば、組織特徴（例えば、腫瘍タ
イプ、腫瘍サイズ、腫瘍位置、周囲血管情報、血流情報等）の入力に基づいて切除チャー
トを生成する。そのような実施形態では、プロセッサは、切除チャートに基づいて所望の
切除を達成するように、エネルギー送達デバイスの配置を指向し得る。
【００６８】
　いくつかの実施形態では、ソフトウェアパッケージは、プロセッサと相互作用するため
に提供され、ユーザが治療される組織のパラメータ（例えば、切除される腫瘍又は組織断
片のタイプ、サイズ、それが位置する場所、血管又は脆弱構造の位置、及び血流情報）を
入力することを可能にし、次いでＣＴ又は他の画像上に所望の切除区域を描き、所望の結
果を提供する。プローブは、組織の中に配置されてよく、コンピュータは、提供される情
報に基づいて予想される切除区域を生成する。そのような適用は、フィードバックを組み
込むことができる。例えば、ＣＴ、ＭＲＩ、又は超音波撮像又は検温を、切除中に用いる
ことができる。このデータは、コンピュータにフィードバックされ、パラメータを再調整
して所望の結果をもたらす。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、ユーザーインターフェースソフトウェアは、エネルギー送達
システムのコンポーネントを監視及び／又は操作するために提供される。いくつかの実施
形態では、ユーザーインターフェースソフトウェアは、タッチスクリーンインターフェー
スによって操作される。いくつかの実施形態では、ユーザーインターフェースソフトウェ
アは、無菌環境（例えば、処置室）内又は非無菌環境内で実行及び操作されてもよい。い
くつかの実施形態では、ユーザーインターフェースソフトウェアは、処置デバイスハブ内
で（例えば、プロセッサを介して）実行及び操作される。いくつかの実施形態では、ユー
ザーインターフェースソフトウェアは、処置カート内で（例えば、プロセッサを介して）
実行及び操作される。ユーザーインターフェースソフトウェアは、特定の機能に限定され
ない。ユーザーインターフェースソフトウェアと関連付けられた機能の例としては、エネ
ルギー送達システム内のコンポーネント毎の使用数を監視すること（例えば、エネルギー
送達デバイスの使用回数を監視すること）、各コンポーネント又は各コンポーネント部品
のリアルタイム温度を提供及び監視すること（例えば、エネルギー送達デバイスに沿った
異なる位置（例えば、ハンドルにて、スティックにて、先端部にて）でのリアルタイム温
度を提供すること）（例えば、エネルギー送達システムと関連付けられたケーブルのリア
ルタイム温度を提供すること）、治療される組織のリアルタイム温度を提供及び監視する
こと、エネルギー送達システムの一部又は全部を自動停止すること（例えば、緊急停止）
、例えば処置の前、処置中、及び処置の後に蓄積されたデータに基づいてレポートを生成
すること、ユーザに可聴及び／又は視覚的アラートを提供すること（例えば、処置が開始
及び／又は終了したことを示すアラート、温度が異常レベルに達したことを示すアラート
、処置の長さがデフォルトを超えていることを示すアラート等）が挙げられるが、これら
に限定されない。
【００７０】
　本明細書において使用される場合、「コンピュータメモリ」及び「コンピュータメモリ
デバイス」という用語は、コンピュータプロセッサによって読み取り可能な任意の記憶媒
体を指す。コンピュータメモリの例としては、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み
取り専用メモリ（ＲＯＭ）、コンピュータチップ、光学ディスク（例えば、コンパクトデ
ィスク（ＣＤ）、デジタルビデオディスク（ＤＶＤ）等））、磁気ディスク（例えば、ハ
ードディスクドライブ（ＨＤＤ）、フロッピーディスク、ＺＩＰ．ＲＴＭ．ディスク等）
、磁気テープ、及び固体記憶デバイス（例えば、メモリカード、「フラッシュ」媒体等）
が挙げられるが、これらに限定されない。
【００７１】
　本明細書において使用される場合、「コンピュータ可読媒体」という用語は、情報（例
えば、データ及び指示）をコンピュータプロセッサに記憶及び提供するための任意のデバ



(19) JP 2021-513881 A 2021.6.3

10

20

30

40

50

イス又はシステムを指す。コンピュータ可読媒体の例としては、光学ディスク、磁気ディ
スク、磁気テープ、固体媒体、及びネットワーク上の媒体をストリーミングするためのサ
ーバが挙げられるが、これらに限定されない。
【００７２】
　本明細書において使用される場合、「プロセッサ」及び「中央演算処理装置」又は「Ｃ
ＰＵ」は、互換的に用いられ、コンピュータメモリデバイス（例えば、ＲＯＭ又は他のコ
ンピュータメモリ）からプログラムを読み取り、プログラムに従って一連の工程を実施す
ることができるデバイスを指す。
【００７３】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含む１つ又は２つ以上のエネルギー送達デバ
イスと、撮像デバイスを含む撮像システムと、を含む、システムが提供される。エネルギ
ー送達システムは、特定のタイプの撮像デバイスに限定されない（例えば、内視鏡デバイ
ス、定位的コンピュータ支援神経外科的ナビゲーションデバイス、熱センサ位置決定シス
テム、運動速度センサ、操縦ワイヤシステム、術中超音波、介在性超音波、マイクロ波撮
像、音響トモグラフィー、二重エネルギー撮像、蛍光法、コンピュータトモグラフィー磁
気共鳴撮像、核医学撮像デバイス三角測量撮像、熱音響撮像、赤外線及び／又はレーザー
撮像、電磁気撮像）（例えば、米国特許第６，８１７，９７６号、同第６，５７７，９０
３号、及び同第５，６９７，９４９号、同第５，６０３，６９７号、並びに国際公開第０
６／００５，５７９号を参照されたい）。いくつかの実施形態では、システムは、本発明
のエネルギーシステムと共に用いられるアイテムのうちのいずれかの配置、位置決定、及
び／又は監視を可能にする又は支援する、内視鏡カメラ、撮像コンポーネント、及び／又
はナビゲーションシステムを利用する。
【００７４】
　いくつかの実施形態では、エネルギー送達システムは、撮像装置（例えば、ＣＴ、ＭＲ
Ｉ、超音波）の使用のために構成されたソフトウェアを提供する。いくつかの実施形態で
は、撮像装置ソフトウェアは、組織、脈管系、及びアンテナ（複数可）の位置の既知の熱
力学的かつ電気的特性に基づいて、ユーザが予知を行うことを可能にする。いくつかの実
施形態では、撮像ソフトウェアは、組織領域（例えば、腫瘍、不整脈）の位置、アンテナ
（複数可）の位置の３次元マップの生成、及び切除区域の予知マップの生成を可能にする
。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、本発明の撮像システムを使用して、切除処置（例えば、マイ
クロ波熱切除処置、無線周波熱切除処置）を監視する。本発明は、特定のタイプの監視に
限定されない。いくつかの実施形態では、撮像システムを使用して、熱切除処置を受ける
特定の組織領域（複数可）内で発生する切除の量を監視する。いくつかの実施形態では、
監視は、切除デバイス（例えば、エネルギー送達デバイス）と共に動作し、それにより特
定の組織領域に送達されたエネルギーの量は、組織領域の撮像に依存する。撮像システム
は、特定のタイプの監視に限定されない。本発明は、撮像デバイスで監視されるものに限
定されない。いくつかの実施形態では、監視は、例えば、熱切除処置前、処置中、及び処
置後に領域内の変化を検出するように、特定の領域の血液潅流を撮像する。いくつかの実
施形態では、監視としては、ＭＲＩ撮像、ＣＴ撮像、超音波撮像、核医学撮像、及び蛍光
撮像が挙げられるが、これらに限定されない。例えば、いくつかの実施形態では、熱切除
処置の前に、造影剤（例えば、ヨード又は他の好適なＣＴ造影剤、ガドリニウムキレート
又は他の好適なＭＲＩ造影剤、微小気泡、又は他の好適な超音波造影剤等）が、対象（例
えば、患者）に供給され、切除処置を受ける特定の組織領域を通して潅流する造影剤は、
血液潅流の変化について監視される。いくつかの実施形態では、監視は、切除区域特性（
例えば、直径、長さ、断面積、体積）に関する定性的情報である。撮像システムは、定性
的情報を監視するための特定の技法に限定されない。いくつかの実施形態では、定性的情
報を監視するために用いられる技法としては、非撮像技法（例えば、１つの介在性デバイ
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ス単独に基づく又は他の介在性デバイス若しくは外部デバイスと協働した、時間領域反射
率測定、飛行時間パルス検出、周波数調節された距離検出、固有モード又は共振周波数検
出又は任意の周波数での反射及び伝送）が挙げられるが、これらに限定されない。いくつ
かの実施形態では、介在性デバイスは、撮像のためのシグナル及び／又は検出を提供する
（例えば、電気音響撮像、電磁波撮像、電気インピーダンストモグラフィー）。いくつか
の実施形態では、非撮像技法を使用して、アンテナを取り囲む媒体の誘電特性を監視し、
共振周波数検出、反射光測定、又は距離測定技法、電力反射／介在性アンテナ又は外部ア
ンテナからの伝送等を含むいくつかの手段を通して切除された領域と正常な組織との間の
境界面を検出する。いくつかの実施形態では、定性的情報は、切除状態の推定、電力送達
状態、及び／又は電力が印加されていることを確認するための単純な実行／中止チェック
である。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、撮像システムは、任意の所望の周波数で特定の組織領域を自
動的に監視するように設計される（例えば、秒間隔毎、１分間隔毎、１０分間隔毎、１時
間間隔毎等）。いくつかの実施形態では、本発明は、組織領域の画像（例えば、ＭＲＩ撮
像、ＣＴ撮像、超音波撮像、核医学撮像、蛍光撮像）を自動的に入手し、組織領域におけ
る任意の変化（例えば、血液潅流、温度、壊死組織の量等）を自動的に検出し、その検出
に基づいて、エネルギー送達デバイスを通して組織領域に送達されるエネルギーの量を自
動的に調節するように設計されたソフトウェアを提供する。同様に、アルゴリズムを適用
して、切除される組織領域（例えば、腫瘍形状）の形状及びサイズを予測することができ
、それによりシステムは、その領域を効果的に治療するために切除プローブのタイプ、数
、及び位置を推奨する。いくつかの実施形態では、システムは、ナビゲーション又はガイ
ダンスシステムと共に構成され（例えば、三角測量又は他の位置決定ルーチンを用いる）
、プローブ及びそれらの使用の配置を支援するか又は指向する。
【００７７】
　例えば、そのような処置は、造影材料ボーラスの強化の有無を使用して、切除又は他の
治療処置の進行を追跡することができる。サブトラクション方法（例えば、デジタル血管
撮影に用いられるものと同様）を使用することもできる。例えば、第１の画像は、第１の
時点で撮影され得る。後続の画像は、組織内の変化がより容易に観察されるように、第１
の画像から情報の一部又は全てを差し引く。同様に、「アンダーサンプリング」技法を適
用する（Ｎｙｑｕｉｓｔサンプリングと対照的に）加速性撮像技法を使用することができ
る。そのような技法は、経時的に入手される複数の低解像度画像を用いて優れた信号対雑
音比を提供することが企図される。例えば、本発明のシステムの実施形態に適用され得る
ＨＹＰＥＲ（高度に制約された投影再構成）と呼ばれるアルゴリズムは、ＭＲＩに使用可
能である。
【００７８】
　熱に基づく治療は、組織温度が、例えば、５０℃を超えるときに血管を凝固させ、この
凝固は、完全に凝固した領域への血流供給を減少させる。凝固される組織領域は、造影剤
の投与後に増大しない。いくつかの実施形態では、本発明は、撮像システムを利用して、
例えば、造影剤の少量試験注入を行うことによって切除処置の進行を自動的に追跡して、
問題の組織領域における造影剤の到達時間を判定し、ベースライン強化を確立する。いく
つかの実施形態では、次に一連の少量造影剤注入を、切除処置の開始後に行い（例えば、
ＣＴの場合、一連の最大１５回の１０ｍＬボーラスの３００ｍｇＩ／ｍＬ水溶性造影剤が
注入される）、所望の適切な注入後時間（試験注入から判定される）において走査を行い
、標的領域のコントラスト増強を、例えば、関心領域（ＲＯＩ）を用いて判定して、ＣＴ
の場合の減衰（Ｈｏｕｎｓｆｉｅｌｄ　Ｕｎｉｔｓ［ＨＵ］）、シグナル（ＭＲＩ）、エ
コー輝度（超音波）等が挙げられるが、これらに限定されない多くのパラメータのうちの
いずれか１つを追跡する。撮像されたデータは、特定の提示方法に限定されない。いくつ
かの実施形態では、撮像データは、カラーコード又はグレースケールマップ、又は減衰／
シグナル／エコー輝度の変化、標的組織と非標的組織との間の差、治療中の造影剤ボーラ
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スの到達時間の差、組織潅流の変化、及び造影剤の注入前及び注入後に測定され得る任意
の他の組織特性のオーバレイとして提示される。本発明の方法は、選択されたＲＯＩに限
定されないが、任意の画像内の全ての画素に一般化され得る。画素は、組織変化が発生し
た、及び発生している場所を明示するために用いられるカラーコード又はオーバレイであ
り得る。画素は、組織特性が変化すると、色（又は他の特性）を変化させることができる
ため、治療の進行のほぼリアルタイムの表示を付与する。この方法は、画像表示の３ｄ／
４ｄ方法に一般化することもできる。
【００７９】
　いくつかの実施形態では、治療される領域は、コンピュータオーバレイ上に提示され、
異なる色又は陰影の第２のオーバレイは、治療の進行のほぼリアルタイム表示をもたらす
。いくつかの実施形態では、この提示及び撮像は、自動化され、それにより治療技術（Ｒ
Ｆ、ＭＷ、ＨＩＦＵ、レーザー、低温等）に対するフィードバックループが存在して、撮
像所見に基づいて電力（又は他の制御パラメータ）を調節する。例えば、標的領域に対す
る潅流が標的レベルに減少される場合、電力は減少又は停止され得る。例えば、そのよう
な実施形態は、電力／時間／周波数／衝撃係数等が、位相同期されたアレイシステムにお
ける各個々のアプリケータ又は素子に対して調節され、組織治療の精密な彫刻区域を形成
するため、複数のアプリケータシステムに適用可能である。反対に、いくつかの実施形態
では、方法を使用して、治療されない領域（例えば、胆管、腸等の回避される必要がある
脆弱構造）を選択する。そのような実施形態では、方法は、回避される領域内の組織変化
を監視し、ユーザ（例えば、治療医師）は、保存される構造が損傷の危機にあるというア
ラーム（例えば、可視及び／又は可聴アラーム）を用いて警告する。いくつかの実施形態
では、フィードバックループを使用して、治療されないと選択された組織領域に対する連
続した損傷を回避するために、電力又は任意の他のパラメータを修正する。いくつかの実
施形態では、切除からの組織領域の保護は、脆弱領域内の標的ＲＯＩなどの閾値を設定す
るか、又はコンピュータオーバレイを用いて、ユーザにより所望される「無治療」区域を
定義することによって達成される。
【００８０】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含む１つ又は２つ以上のエネルギー送達デバ
イスと、組織領域に送達されるエネルギー量を調節するための調整素子と、を含む、シス
テムが提供される。いくつかの実施形態では、調整素子は、システムのユーザによって手
動で調節される。いくつかの実施形態では、調整システムは、ユーザがデバイスのエネル
ギー送達を所望するとおりに調節できるように、エネルギー送達デバイスに組み込まれる
（例えば、米国特許第５，９５７，９６９号、同第５，４０５，３４６号を参照されたい
）。いくつかの実施形態では、デバイスは、所望の組織に対して事前調整され、処置全体
を通して固定される。いくつかの実施形態では、調整システムは、発生器とエネルギー送
達デバイスとの間のインピーダンスを一致させるように設計される（例えば、米国特許第
５，３６４，３９２号を参照されたい）。いくつかの実施形態では、調整素子は、本発明
のプロセッサによって自動的に調節及び制御される（例えば、米国特許第５，６９３，０
８２号を参照されたい）。いくつかの実施形態では、プロセッサは、熱、標的組織の性質
及び／又は位置、所望される外傷のサイズ、治療時間の長さ、敏感な器官領域又は血管に
対する近接性等が挙げられるが、これらに限定されない任意の数の所望の因子を考慮して
、エネルギー送達を経時的に調節して、処置全体を通して一定のエネルギーを提供する。
いくつかの実施形態では、システムは、デバイスの機能を継続的に又は時点で監視するユ
ーザ又はプロセッサにフィードバックを提供するセンサを備える。センサは、システムの
コンポーネントの１つ又は２つ以上の位置における熱、組織における熱、組織の特性等が
挙げられるが、これらに限定されない任意の数の特性を記録及び／又は報告することがで
きる。センサは、ＣＴ、超音波、磁気共鳴撮像、又は任意の他の撮像デバイスなどの撮像
デバイスの形態であり得る。いくつかの実施形態では、特に研究適用の場合、システムは
、一般にシステムの今後の最適化及び／又は特定の条件（例えば、患者のタイプ、組織の
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タイプ、標的領域のサイズ及び形状、標的領域の位置等）でのエネルギー送達の最適化に
おける使用のために情報を記録及び保管する。
【００８１】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含む１つ又は２つ以上のエネルギー送達デバ
イスと、エネルギー送達デバイス（例えば、組織切除カテーテル）内の及びそれに沿った
望ましくない加熱を低減するためのクーラントシステムと、を含む、システムが提供され
る。本発明のシステムは、特定の冷却システム機構に限定されない。いくつかの実施形態
では、システムは、同軸伝送線（複数可）及びアンテナ（複数可）の温度が低減されるよ
うに、エネルギー送達デバイス全体にクーラント（例えば、空気、液体等）を循環させる
ように設計される。いくつかの実施形態では、システムは、内部にクーラント循環に対応
するように設計されたチャネルを有するエネルギー送達デバイスを利用する。いくつかの
実施形態では、システムは、アンテナを外部から冷却する目的でアンテナ又はアンテナの
部分の周囲に巻かれたクーラントシースを提供する（例えば、米国特許出願第１１／０５
３，９８７号を参照されたい）。いくつかの実施形態では、システムは、取り囲む組織に
対する熱の消散を制限する目的で、アンテナの周囲に導電性被覆を有するエネルギー送達
デバイスを利用する（例えば、米国特許第５，３５８，５１５号を参照されたい）。いく
つかの実施形態では、クーラントの循環時に、クーラントは、例えば、廃棄物容器内にエ
クスポートされる。いくつかの実施形態では、クーラントの循環時に、クーラントは、再
循環される。いくつかの実施形態では、クーラントは、その臨界点又はその近傍で循環さ
れるガスである。いくつかの実施形態では、その臨界点又はその近傍で送達されるガスは
、二酸化炭素ガスである。いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバイスは、クーラ
ントを臨界点又はその臨界点近傍で保持するように、所望される圧力で輸送されるクーラ
ント（例えば、その臨界点又はその近傍の二酸化炭素ガス）を圧縮するように構成される
。
【００８２】
　いくつかの実施形態では、システムは、アンテナ（ｅ）の表面から離れるように組織を
付勢する目的で、エネルギー送達デバイスと併せて、拡張可能なバルーンを利用する（例
えば、米国特許出願第１１／０５３，９８７号を参照されたい）。
【００８３】
　いくつかの実施形態では、システムは、エネルギー送達デバイス内の及びそれに沿った
望ましくない加熱を低減する目的で、エネルギー送達デバイス上に取り付けられるように
構成されたデバイスを利用する（例えば、米国特許出願第１１／２３７，４３０号を参照
されたい）。
【００８４】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含む１つ又は２つ以上のエネルギー送達デバ
イスと、システムの１つ又は２つ以上と関連付けられた識別素子（例えば、ＲＦＩＤ素子
、識別リング（例えば、基準点）、バーコード等）と、を含む、システムが提供される。
いくつかの実施形態では、識別素子は、システムの特定のコンポーネントに関する情報を
伝達する。本発明は、伝達される情報によって制限されない。いくつかの実施形態では、
伝達される情報としては、コンポーネントのタイプ（例えば、製造業者、サイズ、エネル
ギー定格、組織構成等）、コンポーネントが以前に用いられたかどうか（例えば、非滅菌
コンポーネントが用いられないことを確実にするため）、コンポーネントの位置、患者特
定の情報等が挙げられるが、これらに限定されない。いくつかの実施形態では、情報は、
本発明のプロセッサによって読み取られる。いくつかのそのような実施形態では、プロセ
ッサは、識別素子を含むコンポーネントと共に使用するため、又はそれと共に最適に使用
するためのシステムの他のコンポーネントを構成する。
【００８５】
　いくつかの実施形態では、エネルギー送達デバイスは、特定のエネルギー送達デバイス
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の識別を改善する（例えば、同様の外観を有する他のデバイスの近位に位置する特定のデ
バイスの識別を改善する）ように、その上に１つ又は２つ以上のマーキング（例えば、ス
クラッチ、色スキーム、エッチング（例えば、レーザーエッチング）、ペイントされた造
影剤マーキング、識別リング（例えば、基準点）、及び／又は隆起部）を有する。マーキ
ングは、複数のデバイスが患者に挿入される場合に特定の用途を見出す。そのような場合
、特にデバイスが様々な角度で互いに交差し得る場合、治療医師にとって、患者の体外に
位置するデバイスのどの近位端が、患者の体内に位置するデバイスのどの遠位端に対応す
るかを関連付けることは困難である。いくつかの実施形態では、マーキング（例えば、番
号）は、医師の目に見えるようにデバイスの近位端に存在し、第２のマーキング（例えば
、番号に対応するもの）は、体内に存在するときに撮像デバイスによって見ることができ
るようにデバイスの遠位端に存在する。いくつかの実施形態では、アンテナのセットが用
いられる場合、そのセットの個々のメンバーは、近位端及び遠位端の両方に番号がつけら
れる（例えば、１、２、３、４等）。いくつかの実施形態では、ハンドルに番号をつけ、
一致する番号のついた取り外し可能な（例えば、使い捨て）アンテナが、使用前にハンド
ルに接続される。いくつかの実施形態では、システムのプロセッサは、ハンドル及びアン
テナが適切に一致することを（例えば、ＲＦＩＤタグ又は他の手段によって）確実にする
。いくつかの実施形態では、アンテナが使い捨てである場合、システムは、使い捨てコン
ポーネントを再利用しようとする場合、それがいつ廃棄されるべきであったかを警告する
。いくつかの実施形態では、マーキングは、ＭＲＩ、ＣＴ、及び超音波検出が挙げられる
が、これらに限定されない検出システムの任意のタイプの識別を改善する。
【００８６】
　本発明のエネルギー送達システムは、特定のタイプの追跡デバイスに限定されない。い
くつかの実施形態では、ＧＰＳ及びＧＰＳ関連デバイスが用いられる。いくつかの実施形
態では、ＲＦＩＤ及びＲＦＩＤ関連デバイスが用いられる。いくつかの実施形態では、バ
ーコードが用いられる。
【００８７】
　そのような実施形態では、識別素子によるデバイスの使用前の認証（例えば、コードの
入力、バーコードの走査）は、そのようなデバイスの使用前に必要である。いくつかの実
施形態では、情報素子は、コンポーネントが前に用いられたことを識別し、プロセッサに
情報を送信して、新たな滅菌コンポーネントが提供されるまで、システムの利用をロック
する（例えば、遮断する）。
【００８８】
　いくつかの実施形態では、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーシ
ョン先端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含む１つ又は２つ以上のエネルギー送達デバ
イスと、温度監視システムと、を含む、システムが提供される。いくつかの実施形態では
、温度監視システムを使用して、（例えば、温度センサにより）エネルギー送達デバイス
の温度を監視する。いくつかの実施形態では、温度監視システムを使用して、組織領域（
例えば、治療される組織、周囲組織）の温度を監視する。いくつかの実施形態では、温度
監視システムは、温度情報をユーザ又はプロセッサに提供して、プロセッサがシステムを
適切に調節することを可能にする目的で、プロセッサと通信するように設計される。いく
つかの実施形態では、温度は、アンテナに沿っていくつかの点で監視され、切除状態、冷
却状態、又は安全性チェックを推定する。いくつかの実施形態では、アンテナに沿ってい
くつかの点で監視された温度を用いて、例えば、切除区域の地理的特徴（例えば、直径、
深さ、長さ、密度、幅等）を（例えば、組織タイプ、及びエネルギー送達デバイスにおい
て用いられる電力の量に基づいて）判定する。いくつかの実施形態では、アンテナに沿っ
ていくつかの点で監視される温度を用いて、例えば、処置の状態（例えば、処置の終了）
を判定する。いくつかの実施形態では、温度は、介在性アンテナを通して熱電対又は電磁
手段を用いて監視される。
【００８９】
　本発明のシステム（振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーション先
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端部設計のうちの１つ又は２つ以上を含むことを有する、１つ又は２つ以上のエネルギー
送達デバイスを有する）は、本発明の特徴の利点又は支援を直接的又は間接的に行う１つ
又は２つ以上の追加のコンポーネントを更に用いてもよい。例えば、いくつかの実施形態
では、１つ又は２つ以上の監視デバイスを用いて、システムの任意の１つ又は２つ以上の
コンポーネントの機能を監視及び／又は報告する。追加として、本発明のデバイスと併せ
て直接的又は間接的に用いられ得る任意の医療デバイス又はシステムが、本システムと共
に含まれてもよい。そのようなコンポーネントとしては、滅菌システム、デバイス、及び
コンポーネント、その他の外科的、診断的、若しくは監視デバイス又はシステム、コンピ
ュータ機器、手引書、説明書、ラベル、並びにガイドライン、ロボット機器等が挙げられ
るが、これらに限定されない。
【００９０】
　いくつかの実施形態では、システムは、ポンプ、容器、管、配線、及び／又は本発明の
システムの様々なコンポーネントと接続する材料を提供する他のコンポーネントを用いる
。例えば、任意のタイプのポンプを用いて、本発明のアンテナに気体又は液体クーラント
を供給することができる。クーラントを含む気体又は液体ハンドリングタンクがシステム
において用いられてもよい。いくつかの実施形態では、複数のタンク（例えば、２、３、
４、５、６、７、８、９、１０、２０、５０、１００個等）が、同時に、連続して、又は
必要に応じて使用される。いくつかの実施形態では、１つのタンクが空になったとき、処
置の中断を防止するように追加のタンクが自動的に用いられるように、１つを超えるタン
クが用いられる（例えば、１つのＣＯ２タンクが空になったとき、第２のＣＯ２タンクが
自動的に用いられ、それにより処置の中断を防止する）。ＣＯ２が用いられるいくつかの
実施形態では、標準的なＥサイズのＣＯ２シリンダが、ＣＯ２を供給するために使用され
る。
【００９１】
　いくつかの実施形態では、システムは、１つ又は２つ以上の外部加熱デバイスを用いる
。システムは、外部加熱デバイスの特定の使用に限定されない。いくつかの実施形態では
、外部加熱デバイスは、特定の温度範囲内でシステムの特定の要素を保持するために使用
される。例えば、いくつかの実施形態では、外部加熱デバイスは、ガス又は液体処理タン
ク（例えば、ＣＯ２を含有するタンク）を保持するために使用され、特定の温度範囲内の
１つ又は２つ以上のデバイスにクーラントを提供する。実際に、いくつかの実施形態では
、外部加熱デバイスは、タンクがその内容物の放出時に温度の自然な低下を受けることを
防止し、それによって、デバイスに提供されるクーラントが一定の温度又は温度範囲にあ
ることを確保する。システムは、特定の外部加熱デバイスに限定されない。外部加熱デバ
イスは、特定の範囲内に温度を保持する特定の様式に限定されない。いくつかの実施形態
では、外部加熱デバイスは、ガス又は液体処理タンク（例えば、ＣＯ２を含有するタンク
）内の圧力を特定の範囲内に保持する（例えば、ＣＯ２を含有するタンク（例えば、標準
的なＥサイズのＣＯ２シリンダ）を１０００ポンド／平方インチで加熱して、８５０ポン
ド／平方でＣＯ２放出するように圧力を保持する。
【００９２】
　ある特定の実施形態では、エネルギー送達システム（例えば、振動特徴部、切れ味を改
善するコーティング、及びセレーション先端部設計、プロセッサ、電源、撮像システム、
温度調節システム、温度監視システム、並びに／又は識別システムのうちの１つ若しくは
２つ以上を含むことを有するエネルギー送達デバイス）と、全ての関連するエネルギー送
達システム利用源（例えば、エネルギー、ガス、クーラント、液体、圧力、及び通信アイ
テムを提供するケーブル、ワイヤ、コード、管、パイプ）と、は、望ましくない提示問題
（例えば、編成されていないエネルギー送達システム利用源に関連するもつれ、散乱、及
び無菌性の悪化）を低減する様式で提供される。本発明は、望ましくない提示問題が低減
されるように、エネルギー送達システム及びエネルギー送達システム利用源を提供する特
定の方法に限定されない。いくつかの実施形態では、インポート／エクスポートボックス
、輸送シース、及び処置デバイスポッドによって編成された、エネルギー送達システム及
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びエネルギー送達システム利用源は、いくつかの利益を提供する。そのような利益として
は、限定されるものではないが、発生器（例えば、マイクロ波発生器）と患者との間を横
断するコードの数を減少させること（例えば、床上のコードの数を減少させること）、滅
菌環境及び処置室を整頓すること、エネルギー送達システムを患者と共に「移動」し、そ
れによって、デバイスの離脱（例えば、アンテナの離脱）を防止することによって患者の
安全性を高めること、エネルギー送達デバイス内のエネルギー移動距離を低減することに
よって電力送達効率を向上させること、並びに使い捨てケーブルの長さを短くすることに
よって使い捨てコストを低減することが挙げられる。
【００９３】
　本発明は、特定のタイプ又は種類のインポート／エクスポートボックスに限定されない
。いくつかの実施形態では、インポート／エクスポートボックスは、電源及びクーラント
供給源を含む。いくつかの実施形態では、インポート／エクスポートボックスは、患者が
治療される滅菌領域の外側に位置する。いくつかの実施形態では、インポート／エクスポ
ートボックスは、患者が治療される部屋の外側に位置する。いくつかの実施形態では、イ
ンポート／エクスポートボックスは、患者が滅菌様式で治療及び維持される部屋の内側に
位置する。いくつかの実施形態では、１つ又は２つ以上のケーブルが、インポート／エク
スポートボックスを処置デバイスポッドに接続する。いくつかの実施形態では、単一ケー
ブルが用いられる（例えば、輸送シース）。例えば、いくつかのそのような実施形態では
、輸送シースは、エネルギー及びクーラントの両方をインポート／エクスポートボックス
へ及び／又はインポート／エクスポートボックスから送達するためのコンポーネントを含
む。いくつかの実施形態では、輸送シースは、医療実践者にとって物理的妨害を引き起こ
すことなく処置デバイスに接続する（例えば、床下、頭上等を通る）。いくつかの実施形
態では、ケーブルは、低損失ケーブル（例えば、処置デバイスハブに電源を取り付ける低
損失ケーブル）である。いくつかの実施形態では、低損失ケーブルは、ケーブルを偶発的
に引く事象における傷害を防止するように（例えば、処置デバイスハブに、処置テーブル
に、天井に）固定される。いくつかの実施形態では、電力発生器（例えば、マイクロ波電
力発生器）及び処置デバイスハブを接続するケーブルは、低損失再利用ケーブルである。
いくつかの実施形態では、処置デバイスハブをエネルギー送達デバイスに接続するケーブ
ルは、可撓性の使い捨てケーブルである。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブを
エネルギー送達デバイスに接続するケーブルは、「メモリ」特性を有する高い可撓性を有
する（例えば、ケーブルは、１つ又は２つ以上の所望される位置を保持するように形状決
定され得る）。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブをエネルギー送達デバイスに
接続するケーブルは、シリコンで被覆されたガラス繊維ケーブルである。
【００９４】
　本発明は、特定のタイプ又は種類の処置デバイスポッドに限定されない。いくつかの実
施形態では、処置デバイスポッドは、インポート／エクスポートボックス又は他の源から
電力、クーラント、又は他の要素を受容するように構成される。いくつかの実施形態では
、処置デバイスポッドは、医療デバイスにエネルギーを送達すること、医療デバイスにク
ーラントを循環させること、データ（例えば、画像データ、エネルギー送達データ、安全
性監視データ、温度データ等）を収集及び処理すること、医療処置を容易にする任意の他
の機能を提供することのうちのいずれか１つ又は２つ以上のために、患者の物理的に近く
に位置する制御センターを提供する。いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、
関連したエネルギー送達システム利用源を受容するように、輸送シースに係合するように
構成される。いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、様々なエネルギー送達シ
ステム利用源を受容し、適用可能なデバイス（例えば、エネルギー送達デバイス、撮像シ
ステム、温度調節システム、温度監視システム、及び／又は識別システム）に分配するよ
うに構成される。例えば、いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、エネルギー
送達システム利用源からマイクロ波エネルギー及びクーラントを受容し、エネルギー送達
デバイスにマイクロ波エネルギー及びクーラントを分配するように構成される。いくつか
の実施形態では、処置デバイスポッドは、必要に応じて特定のエネルギー送達システム利
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用源の量をオンオフし、較正し、調節する（例えば、自動的に又は手動で）ように構成さ
れる。いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、必要に応じて特定のエネルギー
送達システム利用源の量を調節する（例えば、手動で又は自動的にオンにする、オフにす
る、較正する）ために、電力分割器を中に有する。いくつかの実施形態では、処置デバイ
スポッドは、所望の方法でエネルギー送達システム利用源を提供するように設計されたソ
フトウェアを中に有する。いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、各エネルギ
ー送達システム利用源について関連した特徴（例えば、どのデバイスが現在用いられてい
るか／用いられていないか、特定の身体領域の温度、特定のＣＯ２タンク内に存在するガ
スの量等）を示す表示領域を有する。いくつかの実施形態では、表示領域は、タッチ能力
（例えば、タッチスクリーン）を有する。いくつかの実施形態では、エネルギー送達シス
テムと関連したプロセッサは、処置デバイスポッド内に位置する。いくつかの実施形態で
は、エネルギー送達システムと関連した電源は、処置デバイスポッド内に位置する。いく
つかの実施形態では、処置デバイスポッドは、望ましくない事象（例えば、望ましくない
加熱、望ましくない漏出、望ましくない圧力変化等）の発生時に、１つ又は２つ以上のエ
ネルギー送達システム利用源を自動的に阻害するように構成されたセンサを有する。いく
つかの実施形態では、処置デバイスハブの重量は、患者に不快及び／又は危害を及ぼさず
に患者の体上に配置され得るような重量である（例えば、１５ポンド未満、１０ポンド未
満、５ポンド未満）。
【００９５】
　本発明の処置デバイスポッドは、特定の使用又は特定の環境内での使用に限定されない
。実際に、処置デバイスポッドは、エネルギーの放出が適用可能である任意の環境での使
用のために設計される。そのような使用には、あらゆる医学的、獣医学的、及び研究用途
が挙げられる。加えて、処置デバイスポッドは、農業環境、製造環境、機械環境、又はエ
ネルギーが送達されるべき任意のその他の用途において使用され得る。いくつかの実施形
態では、処置デバイスポッドは、患者の移動性が制限されない医療処置に使用される（例
えば、ＣＴスキャン、超音波撮像等）。
【００９６】
　いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、滅菌環境内の位置に対して設計され
る。いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、患者のベッド（例えば、ベッド上
、ベッドの枠の上）、患者が上に載っているテーブル（例えば、ＣＴ撮像、超音波撮像、
ＭＲＩ撮像等に使用されるテーブル）、又は患者の近くの他の構造体（例えば、ＣＴガン
トリ）上に位置決定される。いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、別個のテ
ーブルに位置付けられる。いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、天井に取り
付けられる。いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、ユーザ（例えば、医師）
がそれを所望の位置に移動させることができるように天井に取り付けられる（それにより
、使用中に患者上又は近くのエネルギー送達システム利用源（例えば、エネルギー、ガス
、クーラント、液体、圧力、及び通信アイテムを提供するケーブル、ワイヤ、コード、管
、パイプ）を位置付ける必要性をなくす）。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブ
は、患者に（例えば、患者の脚、太腿、腰部、胸部に）載るように位置付けられる。いく
つかの実施形態では、処置デバイスハブは、患者の頭部の上又は患者の足の下に位置付け
られる。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、所望の領域（例えば、処置テー
ブル、患者のドレープ及び／又はガウン）上への取り付けを可能にするベルクロを有する
。
【００９７】
　いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、医療処置に用いられる処置ストラップ
（例えば、ＣＴ安全性ストラップ）への取り付けのために構成される。いくつかの実施形
態では、処置ストラップは、処置テーブル（例えば、ＣＴテーブル）に（例えば、処置テ
ーブルの側面のスロットを通して、ベルクロを通して、接着剤を通して、吸引口を通して
）取り付けられ、それを用いて患者を処置テーブルに固定する（例えば、患者の周りに巻
き付けること、例えばベルクロと接続することによって）。処置デバイスハブは、処置ス
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トラップでの取り付けの特定の方法に限定されない。いくつかの実施形態では、処置デバ
イスハブは、処置ストラップに取り付けられる。いくつかの実施形態では、処置デバイス
ハブは、処置ストラップの置換を可能にする別個のストラップに取り付けられる。いくつ
かの実施形態では、処置デバイスハブは、処置ストラップに取り付けるように構成された
別個のストラップに取り付けられる。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、処
置テーブルの任意の領域に取り付けるように構成された別個のストラップに取り付けられ
る。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、患者の快適性を確保するために絶縁
及び／又はパッドを有する別個のストラップに取り付けられる。
【００９８】
　いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、処置リングへの取り付けのために構成
される。本発明は、特定のタイプ又は種類の処置リングに限定されない。いくつかの実施
形態では、処置リングは、患者の周りに（例えば、患者の胴体、頭部、足、腕等の周りに
）配置するために構成される。いくつかの実施形態では、処置リングは、処置テーブル（
例えば、ＣＴテーブル）に取り付けるように構成される。処置デバイスリングは、特定の
形状に限定されない。いくつかの実施形態では、処置デバイスリングは、例えば、楕円形
、円形、矩形、対角線等である。いくつかの実施形態では、処置デバイスリングは、円筒
形状のおよそ半分である（例えば、円筒形状の２５％、円筒形状の４０％、円筒形状の４
５％、円筒形状の５０％、円筒形状の５５％、円筒形状の６０％、円筒形状の７５％）。
いくつかの実施形態では、処置リングは、例えば、金属、プラスチック、黒鉛、木、セラ
ミック、又はそれらの任意の組み合わせである。処置デバイスハブは、処置リングへの特
定の取り付け方法に限定されない。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、処置
リングの上に（例えば、ベルクロを用いて、スナップオンを用いて、接着剤を用いて）取
り付けられる。低損失ケーブルを利用するいくつかの実施形態では、追加の低損失ケーブ
ルが処置リングの上に取り付けられる。いくつかの実施形態では、処置リングのサイズは
、患者のサイズに対応するように調節（例えば、格納、展延）され得る。いくつかの実施
形態では、追加のアイテムは、処置リングに取り付けられ得る。いくつかの実施形態では
、処置リングは、容易に患者に近づけ、患者から離すことができる。
【００９９】
　いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、カスタム滅菌ドレープの上に取り付け
るために構成される。本発明は、特定のタイプ又は種類のカスタム滅菌ドレープに限定さ
れない。いくつかの実施形態では、カスタム滅菌ドレープは、患者の体上（例えば、患者
の胴体、頭部、足、腕、全身等）に配置するために構成される。いくつかの実施形態では
、カスタム滅菌ドレープは、処置テーブル（例えば、ＣＴテーブル）に取り付けるように
構成される。カスタム滅菌ドレープは、特定の形状に限定されない。いくつかの実施形態
では、カスタム滅菌ドレープは、例えば、楕円形、円形、矩形、対角線等である。いくつ
かの実施形態では、カスタム滅菌ドレープの形状は、それが患者の特定の身体領域に対応
するような形状である。いくつかの実施形態では、処置リングは、例えば、布、プラスチ
ック、又は任意のそれらの組み合わせである。処置デバイスハブは、カスタム滅菌ドレー
プへの特定の取り付け方法に限定されない。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブ
は、カスタム滅菌ドレープの上に（例えば、ベルクロで、スナップオンで、接着剤で、ク
ランプ（例えば、アリゲータクランプ）で）取り付ける。低損失ケーブルを利用するいく
つかの実施形態では、追加の低損失ケーブルをカスタム滅菌ドレープの上に取り付ける。
いくつかの実施形態では、追加のアイテムは、カスタム滅菌ドレープに取り付けることが
できる。いくつかの実施形態では、カスタム滅菌ドレープは、容易に患者に近づけ、患者
から離すことができる。いくつかの実施形態では、カスタム滅菌ドレープは、医療処置を
実施する目的で複数の開窓を有する。
【０１００】
　いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、ハブを患者の近傍に位置付けるために
脚を有して構成される。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、調節可能な脚を
有する（例えば、それにより処置デバイスハブを様々な位置に位置付けることを可能にす
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る）。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、デバイスを様々な３ポッド位置に
位置付けることを可能にする。いくつかの実施形態では、脚は、ベルクロを中に有し、所
望の領域（例えば、処置テーブル、患者のドレープ及び／又はガウン）の上への取り付け
を可能にする。いくつかの実施形態では、脚は、処置テーブル（例えば、ＣＴテーブル）
の上に弧を形成し、処置テーブルのレールを圧搾するように構成されたばね状材料から形
成されている。いくつかの実施形態では、脚は、処置テーブルのレールの上に取り付ける
ように構成される。
【０１０１】
　いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、プロセッサ（例えば、コンピュータ
、インターネット、携帯電話、ＰＤＡ）と（無線又は有線で）通信するように構成される
。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、遠隔制御を介して操作され得る。いく
つかの実施形態では、処置デバイスポッドは、１つ又は２つ以上のライトを上に有する。
いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、電力が処置デバイスハブからエネルギー
送達デバイスに流れるとき、検出可能なシグナル（例えば、聴覚、視覚（例えば、パルス
ライト））を提供する。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、聴覚入力（例え
ば、ＭＰ３プレーヤー）を有する。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、音（
例えば、ＭＰ３プレーヤーからの音）を提供するためにスピーカーを有する。いくつかの
実施形態では、措置デバイスハブは、外部スピーカーシステムに音を提供するために聴覚
出力を有する。いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドの使用は、より短いケーブ
ル、ワイヤ、コード、管、及び／又はパイプの使用を可能にする（例えば、４フィート未
満、３フィート未満、２フィート未満）。いくつかの実施形態では、処置デバイスポッド
及び／又はそれに接続される複数のコンポーネント又はそれらの部分は、滅菌シースによ
って被覆される。いくつかの実施形態では、処置デバイスハブは、電力を（例えば、エネ
ルギー送達デバイスに）供給するための電力増幅器を有する。
【０１０２】
　いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、例えば、冷却又は温度維持を改善す
るために、クーラントを所望の圧力（例えば、ガスの臨界点）で保持するように、輸送さ
れたクーラント（例えば、ＣＯ２）を、任意の所望の圧力で圧縮するように構成される。
例えば、いくつかの実施形態では、ガスは、デバイス、線、ケーブル、又は他のコンポー
ネントを一定の定義された温度又はその近くで維持する目的で、その臨界点又はその近く
で提供される。いくつかのそのような実施形態では、コンポーネントは、その温度が開始
温度（例えば、室温）から低下しないという点で、それ自体は冷却されないが、代わりに
本発明の場合、コンポーネントより低い一定温度で維持される。例えば、ＣＯ２をその臨
界点又はその近く（例えば、７８．２１ｋＰａで３１．１℃）で用いられ得、システムの
コンポーネントが組織を燃焼しないように十分に冷却される温度を維持するが、それらは
、コンポーネントと接触した皮膚が凍結するか又は冷却によって損傷されるほどには、室
温又は体温より著しく低く冷却又は維持されない。そのような構成を用いることは、人々
から又は周囲環境から遮断されなければならない「冷たい」コンポーネントがないため、
より少ない絶縁の使用を可能にする。いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、
エネルギー、ガス、クーラント、液体、圧力、及び／又は通信アイテムを提供する、使用
済み及び／又は未使用のケーブル、ワイヤ、コード、管、及びパイプをリコイルするよう
に設計された格納素子を有する。いくつかの実施形態では、処置デバイスポッドは、エネ
ルギー送達デバイスの使用前にクーラントが所望の温度であるように、例えば、エネルギ
ー送達デバイスに分配するためのクーラントをプライムするように構成される。いくつか
の実施形態では、処置デバイスポッドは、エネルギー送達デバイスの使用前にシステムが
所望の温度であるように、例えば、エネルギー送達デバイスに分配するためのクーラント
をプライムするように構成されたソフトウェアを中に有する。いくつかの実施形態では、
臨界点又はその近くでのクーラントの循環は、追加の冷却機序（例えば、ファン）を用い
る必要なく、エネルギー送達デバイスの電子素子の冷却を可能にする。
【０１０３】
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　例示的な一実施形態では、インポート／エクスポートボックスは、１つ又は２つ以上の
マイクロ波電源及びクーラント供給源（例えば、加圧された二酸化炭素ガス）を含有する
。このインポート／エクスポートボックスは、処置デバイスポッドにマイクロ波エネルギ
ー及びクーラントの両方を送達する、単一の輸送シースに接続される。輸送シース内のク
ーラント線又はエネルギー線を互いの周りに巻き付けて、輸送シース自体の最大冷却を可
能にすることができる。輸送シースは、患者を担当する医療チームの動きを干渉しない位
置において床に沿って、処置が行われる滅菌領域に到達する。輸送シースは、患者が横た
わる撮像テーブルの近くにあるテーブルに接続する。テーブルは、可動型（例えば、ホイ
ール上）であり、共に動くように撮像テーブルに接続可能である。テーブルは、患者の上
及び全体にわたってアームの位置付けを可能にするように、可撓性又は入れ子式であり得
るアームを含む。輸送シース又は輸送シースに接続されるケーブルは、アームに沿って頭
上位置に到達する。アームの末端には、処置デバイスポッドがある。いくつかの実施形態
では、２つ又はそれ以上のアームには、２つ以上の処置デバイスポッド又は単一処置デバ
イスポッドの２つ又はそれ以上のサブコンポーネントが提供される。処置デバイスポッド
は、小さく（例えば、１フット未満の立方体、１０ｃｍ未満の立方体等）、患者の上での
容易な移動及び位置決定を可能にする。処置デバイスポッドは、システムの全ての演算側
面を制御するためのプロセッサを含む。デバイスポッドは、エネルギー送達デバイスにつ
ながるケーブルを接続するための１つ又は２つ以上の接続ポートを含む。ケーブルは、ポ
ートに接続される。ケーブルは、格納可能であり、３フィート未満の長さである。短いケ
ーブルの使用は、費用を低減し、電力損失を防止する。使用中でない場合、ケーブルは、
患者の上の空中に、患者の身体と接触しないで吊下される。ポートは、使用中でない場合
（例えば、エネルギー送達デバイスが特定のポートに接続されない場合）、ダミーロード
で構成される。処置デバイスポッドは、治療する医師の手の届く範囲内にあり、それによ
りコンピュータ制御が調節され、表示された情報を、処置中にリアルタイムで見ることが
できる。
【０１０４】
　いくつかの実施形態では、エネルギー送達システムは、システム要素を１つの領域内に
維持するための処置カートを利用する。例えば、いくつかの実施形態では、システムは、
デバイス冷却目的の冷却供給源（例えば、本発明のデバイスにガス又は液体クーラントを
供給する複数のタンク）（例えば、標準的なＥサイズのＣＯ２シリンダ）、所望される圧
力にクーラント供給源を維持する外部加熱デバイス、１つ若しくは２つ以上の関連エネル
ギー送達システム利用源（例えば、エネルギー、ガス、クーラント、液体、圧力、及び通
信アイテムを提供するケーブル、ワイヤ、コード、管、パイプ）、並びに／又は処置デバ
イスハブを格納するように構成されている処置カートを提供する。実際に、処置カートは
、特定の設計又は目的に限定されない。いくつかの実施形態では、処置カートは、滅菌環
境（例えば、処置室）内で使用するように構成され、その中に、冷却タンク、関連外部加
熱デバイス、及び処置デバイスポッド／ハブを有する。いくつかの実施形態では、処置カ
ートは、非滅菌環境のみのために構成される。いくつかの実施形態では、処置カートは、
容易な移動のために構成される（例えば、ホイールを用いて設計される）。処置カートは
、本発明のエネルギー送達システムの任意のコンポーネント（例えば、インポート／エク
スポートボックス、輸送シース、及び／又は処置デバイスハブ）と接続するように構成さ
れる。いくつかの実施形態では、処置カートは、エネルギー送達システム（例えば、ユー
ザーインターフェースソフトウェア）のコンポーネントを操作及び／又は監視するための
表示領域を内部に有する。いくつかの実施形態では、処置カートは、プロセッサ（例えば
、コンピュータ、インターネット、携帯電話、ＰＤＡ）と通信する（無線又は有線で）よ
うに構成される。いくつかの実施形態では、処置カートは、エネルギー送達システムに関
連する情報（例えば、各コンポーネントの使用回数、どのデバイスが使用されているか等
）を送信及び受信する（無線で又はワイヤを介して）ように構成されている。
【０１０５】
　振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーション先端部設計のうちの１
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つ又は２つ以上を含むエネルギー送達デバイスを含む本発明のシステムは、特定の使用に
限定されない。実際に、本発明のエネルギー送達システムは、エネルギーの放出が適用で
きる任意の環境において使用するために設計される。そのような使用には、あらゆる医学
的、獣医学的、及び研究用途が挙げられる。加えて、本発明のシステム及びデバイスは、
農業環境、製造環境、機械環境、又はエネルギーが送達される任意のその他の用途におい
て使用され得る。
【０１０６】
　いくつかの実施形態では、このシステムは、観血手術、経皮、血管内、心臓内、内視鏡
、腔内、腹腔鏡、又は外科的エネルギー送達のために構成されている。いくつかの実施形
態では、エネルギー送達デバイスは、カテーテルを介して、外科的に作られた開口部を介
して、かつ／又は身体開口部（例えば、口、耳、鼻、眼、膣、陰茎、肛門）を介して、患
者の体内に配置することができる（例えば、Ｎ．Ｏ．Ｔ．Ｅ．Ｓ．処置）。いくつかの実
施形態では、このシステムは、標的組織又は領域へエネルギーを送達するために構成され
ている。いくつかの実施形態では、本発明のエネルギー送達システムによる、経皮、血管
内、心臓内、腹腔鏡、及び／又は外科的エネルギー送達を改善するように、位置決定プレ
ートが提供される。本発明は、特定のタイプ及び／又は種類の位置決定プレートに限定さ
れない。いくつかの実施形態では、位置決定プレートは、経皮、血管内、心臓内、腹腔鏡
、及び／又は外科的エネルギー送達のために、所望される身体領域に１つ又は２つ以上の
エネルギー送達デバイスを固設するように設計される。いくつかの実施形態では、位置決
定プレートの組成物は、エネルギー送達システムからの望ましくない熱への身体領域の曝
露を防止することができるようなものである。いくつかの実施形態では、プレートは、エ
ネルギー送達デバイスの支援された位置決定のためのガイドを提供する。本発明は、標的
組織又は領域の性質によって限定されない。用途としては、心不整脈の治療、腫瘍切除（
良性及び悪性）、手術中、外傷後、出血の任意のその他の制御のための出血の制御、軟組
織の除去、組織摘出及び採取、静脈瘤の治療、腔内組織切除（例えば、バレット食道及び
食道腺癌などの食道病理を治療する）、骨性腫瘍、正常な骨、及び良性骨性病態の治療、
眼内用途、整形手術における用途、脳腫瘍及び電気的じょう乱を含む中枢神経系の病理の
治療、避妊手術（例えば、卵管の切除）、並びに任意の目的のための血管又は組織の焼灼
が挙げられるが、これらに限定されない。いくつかの実施形態では、外科的用途は、切除
療法（例えば、凝固壊死を達成する）を含む。いくつかの実施形態では、外科的用途は、
例えば転移性腫瘍を標的とする腫瘍切除を含む。いくつかの実施形態では、デバイスは、
脳、首、胸、腹、及び骨盤が挙げられるがこれらに限定されない任意の所望の位置におけ
る、組織又は有機体に対する最小の損傷での移動及び位置決定のために構成されている。
いくつかの実施形態では、システムは、例えば、コンピュータトモグラフィー、超音波、
磁気共鳴撮像、蛍光透視等による誘導送達のために構成されている。
【０１０７】
　特定の実施形態では、本発明は、組織領域及び本明細書に説明されているシステム（例
えば、振動特徴部、切れ味を改善するコーティング、及びセレーション先端部設計のうち
の１つ若しくは２つ以上を含むエネルギー送達デバイス、プロセッサ、電源、温度モニタ
、撮像装置、調整システム、並びに／又は温度低減システムのコンポーネントのうちの少
なくとも１つ）を提供することと、所望される組織領域に先端部を挿入することと（例え
ば、振動の使用によって、及び／又はセレーション先端部の使用によって、及び／又はダ
イヤモンド様コーティングを有する先端部の使用によって、エネルギー送達デバイス本体
に対して所望される角度及び／又は位置に先端部を調節することと、組織領域付近にエネ
ルギー送達デバイスの一部を位置決定することと、デバイスで一定量のエネルギーを組織
領域に送達することと、を含む、組織領域の治療方法を提供する。いくつかの実施形態で
は、組織領域は、腫瘍である。いくつかの実施形態では、エネルギー送達により、例えば
、組織領域及び／若しくは血管の血栓症のアブレーション、並びに／又は組織領域の電気
穿孔法が行われる。いくつかの実施形態では、組織領域は、腫瘍である。いくつかの実施
形態では、組織領域は、心臓、肝臓、生殖器、胃、肺、大腸、小腸、脳、首、骨、腎臓、
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筋肉、腱、血管、前立腺、膀胱、及び脊髄のうちの１つ又は２つ以上を含む。
【０１０８】
　参照による援用
　本明細書に参照される特許文献及び科学論文の各々の開示全体は、あらゆる目的のため
に参照により組み込まれる。
【０１０９】
　等価物
　本発明は、その趣旨又は本質的な特性から逸脱することなく、他の特定の形態で実施す
ることができる。それゆえに、上記の実施形態は、本明細書に説明される本発明を制限す
るのではなく、あらゆる点で例示とみなされるべきである。したがって、本発明の範囲は
、上記の説明によるのではなく、添付の特許請求の範囲により示され、特許請求の範囲の
等価物の意味及び範囲内に生じる全ての変更がその中に包含されるべきであることが意図
される。
【０１１０】
〔実施の態様〕
（１）　エネルギー送達デバイスであって、
　ａ）内部導体を含むアンテナと、
　ｂ）前記アンテナの遠位端にある導電性先端部と、を備え、前記導電性先端部が、ダイ
ヤモンド様コーティング、複数のマイクロセレーション、及び振動コンポーネントからな
る群から選択される１つ又は２つ以上の切れ味向上特徴部を含む、デバイス。
（２）　前記ダイヤモンド様コーティングが、誘電材料であり、かつ／又は前記ダイヤモ
ンド様コーティングが、２０ミクロン未満であり、
　前記マイクロセレーションが、３ファセット若しくは４ファセット設計であり、かつ／
又は前記マイクロセレーションが、５０～１００μｍの長さであり、
　前記振動コンポーネントが、圧電変換器であり、かつ／又は前記振動コンポーネントが
、前記先端部の軸方向への１ｍｍ未満の移動量の０．１～２０ｋＨｚの振動を発生させた
、実施態様１に記載のデバイス。
（３）　前記振動コンポーネントが、前記デバイスのハンドルと関連付けられている、実
施態様１に記載のデバイス。
（４）　前記振動コンポーネントが、前記先端部の軸方向への１ｍｍ未満の移動量の０．
１～２０ｋＨｚの振動を発生させた、実施態様１に記載のデバイス。
（５）　前記デバイスが、前記マイクロセレーションに隣接する複数のスケールを特徴と
する、実施態様３に記載のデバイス。
【０１１１】
（６）　前記内部導体が、前記導電性先端部に物理的に結合されておらず、前記内部導体
が、前記導電性先端部に容量結合されている、実施態様１に記載のデバイス。
（７）　前記アンテナが、前記内部導体の少なくとも一部分を取り囲む導電性外部導体を
含み、前記アンテナが、前記内部導体と前記外部導体との間に誘電材料を含む、実施態様
１に記載のデバイス。
（８）　前記アンテナが、３軸アンテナである、実施態様１に記載のデバイス。
（９）　前記導電性先端部が、トロカールを含む、実施態様１に記載のデバイス。
（１０）　前記内部導体が、第２の領域より遠位の第１の領域を含み、前記第２の領域が
、第３の領域より遠位であり、前記第３の領域が、３軸アンテナに収容され、前記第２の
領域が、前記３軸アンテナの外部導体を欠いており、前記第１の領域が、外部導体及び誘
電材料、そして前記３軸アンテナを欠いている、実施態様１に記載のデバイス。
【０１１２】
（１１）　前記第１の領域が金属取付具に接着され、かつ前記金属取付具によって取り囲
まれており、前記金属取付具が、真鍮金属取付具であり、前記金属取付具が、前記内部導
体の最遠位端を越えて遠位に延在している、実施態様１０に記載のデバイス。
（１２）　金属充填が、前記第２の領域内の前記内部導体を取り囲む誘電材料に当接して
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いる、実施態様１１に記載のデバイス。
（１３）　前記第２の領域が、前記３軸アンテナの誘電材料を含有する近位部分と、前記
３軸アンテナの前記誘電材料を欠く遠位部分と、を含む、実施態様１０に記載のデバイス
。
（１４）　前記第２の領域の前記遠位部分が、前記内部導体を取り囲む非導電性スリーブ
を含み、前記非導電性スリーブが、ＰＴＦＥを含む、実施態様１０に記載のデバイス。
（１５）　前記導電性先端部が、絶縁体に取り付けられ、前記絶縁体が、前記金属取付具
の遠位端に取り付けられている、実施態様１に記載のデバイス。
【０１１３】
（１６）　前記絶縁体が、セラミック絶縁体を含む、実施態様１５に記載のデバイス。
（１７）　前記金属取付具、絶縁体、及び導電性先端部は、エネルギーが前記内部導体に
供給されると、エネルギーを前記導電性先端部に伝達するために、低インピーダンスの重
なりを発生させるように位置決定及び寸法決定されている、実施態様１５に記載のデバイ
ス。
（１８）　前記金属取付具が、導電性接着剤を介して前記内部導体に接着されている、実
施態様１１に記載のデバイス。
（１９）　サンプルを切除する方法であって、実施態様１に記載のデバイスをサンプルと
接触させることと、前記デバイスにエネルギーを提供することと、を含む、方法。
（２０）　実施態様１に記載のデバイスと、前記デバイスに電気的に接続された電源と、
を備える、システム。

【図１】

【図２】
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